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製品の保証についてのお願い
保証規定をよくお読みになり、お買い上げから１年間は保証書を保管してください。保証書に販売店による記入がな
い場合は、直ちに販売店にお申し出になるか、ご購入時の領収書（またはその写し）を保証書に添付して保管してく
ださい。保証書に、販売店による記入も領収書の添付もない場合は、保証書が無効になります。

電波障害自主規制等について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受像器に近接して使用され
ると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

商標について
Wacom、Intuos は、株式会社ワコムの登録商標です。
その他の会社名、および製品名は、一般に各社の商標、または登録商標です。なお、本文中では「TM」「®」マーク
を表記しておりません。

著作権について
付属のタブレットドライバの著作権は、株式会社ワコムにあります。
タブレットドライバ、および本書の内容の一部または全部を、無断で複製、転載することは禁止されています。
タブレットドライバを含む本製品の仕様、および本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。

Intuos5シリーズユーザーズガイド
Version 1.1, Rev F2312
©2012 Wacom Co., Ltd. All rights reserved.

上記の年は、このマニュアルが作成された年を示しています。
しかしながら、マニュアルがユーザに公開される日は、該当するワコム製品が市場に導入される時と同時です。
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本書について
本書は、Intuos5の使い方や機能について説明しています。本書に記載される情報は、WindowsとMacコ
ンピュータに共通するもので、特に記載のない限り、Windows の画面を使用しています。
• 目次または索引で項目をクリックすると、その項目に移動することができます。

表紙へ移動します。

目次のはじめへ移動します。

索引のはじめへ移動します。

１つ前に表示したページに戻ります。

ページ番号順に戻ったり、進んだりします。

トピックへ移動します。

トピックの続きへ移動します。

• ご使用のディスプレイ上でユーザーズガイドのサイズを拡大するには、PDF ビューアのズームイン
ツールを使用します。その他のツールの使用方法とユーザーズガイドの印刷については、ビューアソ
フトウェアのヘルプをご覧ください。

• 「 」で囲まれた文字は、キーボードのキー、ダイアログボックス、コントロールパネルのオプションの
名前を特定するのに使用しています。

• タブレットドライバCD-ROMには、「製品に関する重要なお知らせ」が収録されていますので、必ず
お読みください。「製品に関する重要なお知らせ」には、製品安全上のご注意、製品仕様、規制文書、
およびライセンス（タブレットドライバソフトウェア使用許諾契約）が含まれています。

• お客さまのコンピュータのハードウェアないしオペレーティングシステムに関する情報、またはソフ
トウェアに関する情報は、本製品には含まれておりません。これらの情報については、ハードウェア、
オペレーティングシステム、ソフトウェアに付属するマニュアルおよびCD-ROMまたはDVD-ROM
を参照してください。

• Microsoft Windows 7 およびWindows Vista のインク機能のほか、多くのグラフィックソフトが筆
圧機能および消しゴム機能に対応しています。
これらの機能に対応するソフトウェアについては、ワコムホームページに記載されております。（製品
情報をご覧ください）

• 特定のソフトウェアでタブレットの機能を最大限に活用する方法については、そのソフトウェアに付
属のマニュアルをお読みください。

補足：本書では、タブレットドライバのインストール方法は説明しておりません。  製品に付属する「ク
イックスタートガイド」を参照し、自動ソフトウェアインストーラ（タブレットドライバCD-
ROMに収録）をお使いください。

タブレットドライバ、本製品の仕様、および本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。

目次

索引

トピック
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Intuos5シリーズについて
この章では、Intuos5シリーズの概略を説明します。
• Intuos5シリーズでは互換性のあるワコム製の入力デバイス（付属のペン、または Intuos5シリーズ
に対応しているオプション品）以外は使用できません。それ以外の入力デバイスは正しく動作しない
可能性があります。
オプション品の注文をご覧ください。

Intuos5シリーズは以下の2 つの基本製品で構成されています：
• タブレット：操作エリアとして機能します。
• ペン：入力デバイスとしてタブレット上で使います。

機種の特徴
タブレット表面 Intuos5 touch タブレット 
タブレット表面 Intuos5 タブレット 
タブレット裏面（共通）
ペン

機種の特徴
Intuos5シリーズの各機種には、それぞれ以下のような特徴があります。ワイヤレスキットはオプション
品ですが、製品構成によっては同梱されているモデルがあります。

本書では一部のトピック見出しの近くに以下のアイコンが表示され、そのトピックがタッチ入力またはペ
ン入力についての情報であることを示します。Intuos5シリーズの全機種に共通の章では、アイコンは使
用されません。
各機種で共通のトピックにはアイコンは表示されません。必要に応じて機種固有の補足を記載します。

• タッチ入力の情報： 

• ペン入力の情報： 

機種名 タッチ入力 ペン入力 ファンクション
キー

タッチ
ホイール

ワイヤレス
キット対応

Intuos5 touch ○ ○ ○ ○ ○
Intuos5 ○ ○ ○ ○
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タブレット表面
Intuos5 touch タブレット

ステータスランプ
• 利用可能なUSBポートに接続すると、ランプの１
つが点灯します。

• 操作エリアにタッチしたり、ペン、タッチホイール
またはファンクションキーを使うと明るく点灯しま
す。

• タッチホイール機能を切り替えると、対応するラン
プが点灯します。

ワイヤレス通信については、電池およびワイヤレス通
信の状態をご覧ください。

タッチホイール
ホイール中央の切り替えボタ
ンは、タッチホイール機能を
切り替えたり、ワイヤレス通
信時にスリープモードから復
帰させることができます。

ファンクションキー
（カスタマイズ可能）
Intuos5 touch small（PTH-450）では、
ファンクションキーは６個です。
エクスプレスビューを使うもご覧ください。

操作エリア
操作エリアマーカー（ランプ）は、
ペン入力とタッチ入力の操作エリア
を示すためのランプです。ペンおよ
び Intuos5 touch シリーズのタッ
チ機能を使うをご覧ください。
操作エリアマーカー（ランプ）とス
テータスランプの明るさを設定する
方法については、オプション設定を
ご覧ください。

Intuos5 touch medium
（PTH-650）
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Intuos5 タブレット

タッチホイール
ホイール中央の切り替えボタ
ンは、タッチホイール機能を
切り替えたり、ワイヤレス通
信時にスリープモードから復
帰させることができます。

操作エリア
操作エリアマーカー（ランプ）は、
ペン入力の操作エリアを示すための
ランプです。ペンをご覧ください。
操作エリアマーカー（ランプ）とス
テータスランプの明るさを設定する
方法については、オプション設定を
ご覧ください。

Intuos5 medium（PTK-650）
タブレット裏面（共通）もご覧く
ださい。

ステータスランプ
• 利用可能なUSBポートに接続すると、ランプの１
つが点灯します。

• ペン、タッチホイールまたはファンクションキーを
使うと明るく点灯します。

• タッチホイール機能を切り替えると、対応するラン
プが点灯します。

ワイヤレス通信については、電池およびワイヤレス通
信の状態をご覧ください。

ファンクションキー
（カスタマイズ可能）
Intuos5 small（PTK-450）では、ファン
クションキーは６個です。
エクスプレスビューを使うもご覧ください。
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タブレット裏面（共通）

USBポート

ケーブル取り付け穴
市販のセキュリティーケーブルな
どを取り付けられます。

ワイヤレスキットカバー
ワイヤレスキットの取り付けをご
覧ください。
電池収納部
small サイズのタブレット（PTH-
450、PTK-450）では、ワイヤ
レスキットカバーは2つに分かれ
ていません。

ワイヤレスモジュール収納部
ワイヤレスレシーバー収納部
Intuos5シリーズをワイヤレスで使うをご覧くださ
い。

USB 接続ケーブル
（取り外し可能）
タブレットを保管したり持ち
運ぶ際には、タブレットから
取り外してください。また、
ケーブルをタブレットの周囲
に巻き付けないようにしてく
ださい。
USBプラグにはケーブルの
ループ用クリップがありま
す。詳しくはUSB接続ケー
ブルの取り付けをご覧くださ
い。
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ペン

付属のグリップペンはコードレスで、電池は不要です。
テールスイッチ
（消しゴム）

グリップ部

サイドスイッチ
（取り外し可能）

ペン先
（交換可能）

ペンスタンド
ペンスタンドの下部を回して外し、芯抜きと替え芯を取
り出すことができます。

芯抜き

替え芯
• 標準芯（5本、黒
色）

• ハードフェルト芯
（3本、グレー）

• エラストマー芯
（1本、中心が白
色、外縁が黒色）

• ストローク芯（1
本、白色、バネ付
き）

グリップペンの機能をサポートしているソフトウェアについては製品情報をご覧ください。その他の入力
デバイスおよび付属品については、オプション品の注文をご覧ください。

グリップペン
マルチユーザ環境で作業する場合な
どでペンを自分用にしたいときは、
ペンの先端部分を回して軸から外
し、付属品のカラーペンリングを他
の色と交換することができます。 カラーペンリング

（3個、グレー、
赤色、白色）
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姿勢と作業環境を整える
疲労が軽減するように、作業環境を整えて楽に作業できるようにしてください。  タブレット、ペン、キー
ボードを手の届きやすい場所に配置してください。目を疲れさせずに、楽に見ることができるようにディ
スプレイを調整してください。画面のポインタがタブレット上の手の動きと同じ方向へ移動するようにタ
ブレットを置いてください。

正しい姿勢
タブレットの向きを設定する
USB接続ケーブルの取り付け
タブレットの操作エリアについて
マルチディスプレイへのマッピング
コントロールパネルの使い方

正しい姿勢 
以下の項目にご注意ください。
• 常に良い姿勢を保ってください。 
• Intuos5 を操作するときはなるべく力を抜いてくださ
い。

• 目の健康のため、一定の時間ごとにディスプレイから
目を離して、室内の他のものを眺めるようにしてくだ
さい。

• 作業の合間に休憩をとり、筋肉を伸ばしたり、リラッ
クスさせてください。

• 1日のうちで性質の異なる作業を入れ替えて行ってく
ださい。作業姿勢に不快感を感じたら、姿勢を変えて
ください。

• 不快感を伴う不自然な姿勢や、反復動作を控えてくだ
さい。

• タブレットで絵を描いたり、写真を加工したりする場
合は、タブレットをキーボードの手前、ディスプレイ
に対して中央に置くことをおすすめします。

• 右手で使う場合は、操作エリアがファンクションキー
の右側に来るようにタブレットを置いてください。  左
手で使う場合は、操作エリアをファンクションキーの
左側にしてください。タブレットの向きを設定する を
ご覧ください。 

• タブレットを通常のマウスの代わりに使う場合はキー
ボードの右または左に置くことをおすすめします。

補足：Intuos5 が原因と思われる反復性ストレスの
徴候、障害、あるいは症状についての治療や
予防の説明、約束、保証はいたしかねます。 
必ず医師の診断を受け、適切な処置をとるよ
うにしてください。
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Intuos5シリーズは、日常の様々なシーンでお使いいただけます。Intuos5 touch をお使いの場合は、
従来の画面操作などがタッチ操作でも可能になります。

これらを含めたタブレットの使い方の詳細については、Intuos5 touch シリーズのタッチ機能を使う、
ペンを使うまたはタブレットを使うをご覧ください。

アノテーション（書き込み）
ペンを使って文書にマーキングや注釈をつけるこ
とで、文書レビューが簡単になります。

ソフトウェアの切り替え
タブレット操作面で4本の指を左右にスワイプ
することで、アプリケーションスイッチャーを開
くことができます。

画像加工
ペンを使って、画像編集ソフトウェアの中で絵
や写真を編集します。

ズーミング（拡大）
タブレット上で2本の指を使って、画像の倍率を
大きくまたは小さくします。

ラジアルメニューの表示
3本の指でタブレット操作面をタップし、ホールドす
ることでラジアルメニューを開くことができます。

タブレット設定の表示
タブレット操作面で5本の指を下方向にスワイプする
ことでタブレットの設定を表示し、簡単にカスタマイ
ズすることができます。

描画
お好きなソフトウェアで、ペンを使ってフリーハンド
で絵を描くことができます。
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タブレットの向きを設定する
タブレットドライバのインストール中に、タブレットの向きを選択するよう求められます。 
ここで選択した向きが、タブレットの標準設定となります。 
しかし、左利きまたは右利きのユーザに合わせて、いつでもタブレットの設定を変更することができま
す。利き手の設定を変更すると、自動的にファンクションキーとタッチホイールの設定が変更されます。

補足：この操作により標準設定が変更されることはありません。このためログオンおよびユーザの切り替
え画面では、タブレットドライバのインストール時に選択した向きでのご使用になります。標準設
定としてのタブレットの向きを変えたい場合は、タブレットドライバを再インストールしてくださ
い。

右利き用
• コントロールパネルを開いて、「マッピング」タブを選択します。
「ファンクションキーを左側」を選択します。タブレットの設定
（コントロールパネルのオプションも含む）が自動的に右利き用に
調整されます。

• 次に、タブレットの向きを変えて、ファンクションキーが左側に配
置されるようにします。USB接続ケーブルの取り付けをご覧くだ
さい。

左利き用
• コントロールパネルを開いて、「マッピング」タブを選択します。
「ファンクションキーを右側」を選択します。タブレットの設定
（コントロールパネルのオプションも含む）が自動的に左利き用に
調整されます。

• 次に、タブレットの向きを変えて、ファンクションキーが右側に配
置されるようにします。USB接続ケーブルの取り付けをご覧くだ
さい。

タブレット操作面でペンを上方向に動かして、向きが正しく設定され
ていることを確認してください。

縦長のディスプレイで作業する場合：
• 「ファンクションキーを上側」を選択し、タブレットを時計回りに90度回転させて使用します。タッチホイー
ルとファンクションキーは上側に配置されます。

• 「ファンクションキーを下側」を選択し、タブレットを反時計回りに90度回転させて使用します。タッチホ
イールとファンクションキーは下側に配置されます。

ヒント：オプション品のマウスをご使用の場合、コントロールパネルで「オプション…」ボタンをクリックし、右
利きまたは左利きに合わせて設定します。 オプション設定をご覧ください。
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USB接続ケーブルの取り付け
1. USB接続ケーブルはユーザの利き手に合わ
せて接続を変更できます。
• 右利きの場合は、USB接続ケーブルをそ
のまま接続します。

• 左利きの場合は、USB接続ケーブルで緩
いループを作り、USBプラグのループ用
クリップに押し込みます。

2. USB接続ケーブルのもう一方のコネクタを
コンピュータのUSBポートに接続します。

タブレットの向きを設定するをご覧ください。

右利き用

左利き用



15

15
目次 索引

目次 索引

タブレットの操作エリアについて
Intuos5シリーズは、機種によってペン入力、またはタッチ入力とペン入力を行うことができます。

タブレットの操作エリアとは、ペン入力やタッチ入力を検出するタ
ブレット上の領域を指します。
ペン入力とタッチ入力の両方に対応する機種の場合：
ペン先またはテールスイッチ（消しゴム）がタブレットの検出範囲
内にある場合、タッチ入力は無効になります。タブレットの操作エ
リアからペンを離すと、タッチ入力ができるようになります。

ペン入力
タブレットの操作エリアにペンを置くと、ポインタは画面の対応す
る場所にジャンプします。画面のポインタはペンの位置を示し、タ
ブレット操作エリアのペンの動作に従います。
ペンを使うをご覧ください。
補足：操作エリアはコンピュータ画面の表示域に割り当てられます。

標準設定では、画面全体、またはディスプレイが複数ある場
合はすべてのディスプレイに割り当てられています。ペン入
力時のタブレット操作エリアとディスプレイ画面のマッピン
グを設定するには、タブレットを画面にマッピングするをご
覧ください。 
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タッチ入力
タッチ入力が可能な Intuos5 touch では、以下のことができます。
• タブレットの操作エリア上で指をスライドさせてディスプレイ画面
のポインタを動かす

• クリックおよび右クリック
• スクロールおよびズーム
• ほとんどのWeb ブラウザや文書 / 写真ビューワでのページの移動
• ラジアルメニューの表示
• ソフトウェア間の移動、およびその他のデスクトップ機能
• 作業の保存
• タブレット設定の表示
ジェスチャーのいくつかはカスタマイズが可能です。

Intuos5 touch シリーズのタッチ機能を使うをご覧ください。

タブレットの操作エリアとは、ペン入力やタッチ入力を検出するタブ
レット上の領域を指します。
ペン入力とタッチ入力の両方に対応する機種の場合：
ペン先またはテールスイッチ（消しゴム）がタブレットの検出範囲内に
ある場合、タッチ入力は無効になります。タブレットの操作エリアから
ペンを離すと、タッチ入力ができるようになります。
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マルチディスプレイへのマッピング
お使いのコンピュータに複数のディスプレイが接続されている場合、「画面のプロパティ」ダイアログで
設定されている内容に基づいて、Intuos5はディスプレイとマッピングされます。
• 複数のディスプレイが使われている環境で拡張ディスプレイモードをお使いの場合、タブレットは複
数のディスプレイを1つの大きなディスプレイとしてディスプレイ全体にマッピングします。

• ミラーモードをお使いの場合、タブレットの操作エリアは各ディスプレイのスペース全体に割り当て
られ、ポインタも各ディスプレイに同時に表示されます。

複数ディスプレイでのご利用について、コンピュータとオペレーティングシステムの設定の詳細について
は、コンピュータ本体とオペレーティングシステムの取扱説明書をご覧ください。
ヒント：• 1つのディスプレイや、ディスプレイ領域の一部分に割り当てるように、タブレットをカスタ

マイズすることもできます。タブレットを画面にマッピングするをご覧ください。
• システムが複数のディスプレイで構成されている場合、「マッピング画面切り替え」機能を
ファンクションキーに割り当てることにより、メインのディスプレイと他のディスプレイ間
で、タブレットのマッピングを切り替えることができます。マッピング画面切り替えを使うを
ご覧ください。

コントロールパネルの使い方
タブレットの基本的な使い方を習得したら、次に Intuos5シリーズでのタッチ入力やペン入力の操作を
カスタマイズする方法を学びます。コントロールパネルで、そのような Intuos5シリーズの設定のカス
タマイズを行います。

コントロールパネルを開く
コントロールパネル概要

ディスプレイ1 ディスプレイ2

この例では、タブレットと
ディスプレイが１対１で
マッピングされています。

この例では、タブレットの操作エリアがディスプレイ全
体に対してマッピングされている状態をあらわしていま
す。画面は2つのディスプレイに表示されています。
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Intuos5 シリーズを使う
初めて Intuos5シリーズをお使いになるときは、この章をお読みください。また、Intuos5 touch シ
リーズのタッチ機能を使うもご覧ください。
重要：Intuos5シリーズでは互換性のあるワコム製の入力デバイス（付属のペン、または

Intuos5シリーズに対応しているオプション品）以外は使用できません。それ以外の入力
デバイスは正しく動作しない可能性があります。オプション品の注文をご覧ください。

ペンを使う
タブレットを使う

ペンを使う

コードレス・電池レスのグリップペンは、筆圧機能および傾き検出機能に対応しています。
ペンの基本的な使い方は、ポインタの移動、クリック、ダブルクリック、ドラッグの４つです。ペンを使
うことに慣れていない場合は、下記のページからの練習を行ってください。
補足：ペン入力とタッチ入力の両方に対応する機種では、ペンのペン先かテールスイッチ（消しゴム）が

タブレットの検出範囲にあると、タッチ入力ができなくなります。  ペンをタブレットの操作エリア
から離すと、タッチ入力ができるようになります。
ペンの操作中に意図しないタッチ動作が生じる場合は、「タッチ機能 on/off 切り替え」に設定され
たファンクションキーを押して、タッチ入力を無効にすることができます。ペンによる作業を終え
たら、再度そのファンクションキーを押すと、タッチ入力を再開することができます。タブレット
機能のカスタマイズをご覧ください。 

ペンの持ち方
ポインタの移動
クリック
ドラッグ
サイドスイッチを使う
筆圧を使って描画する
ペンを傾けて描画する
消しゴム
画面を見ながらペンを使う
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ペンの持ち方

鉛筆やボールぺンと同じようにお持ちください。ペンを握る位置を調節し、サイドスイッチを親指または
人差し指で簡単に切り替えることができるようにしてください。ペンで線を引いたり位置を決めたりする
ときに誤ってサイドスイッチを押さないようにしてください。最も描きやすいようにペンを傾けてご使用
ください。 

タブレットからすぐ手の届くところにペンスタンドを置いてくださ
い。ペンスタンドには、ペンを立てるか横にして置いておくことが
できます。
重要： • ペンを使用しないときは、ペンスタンドに立てる

か、または机の上に横にして置いてください。ペ
ンの感度を維持するために、ペン先やテールス
イッチ（消しゴム）が押されてしまうような入れ
物には収納しないでください。  故障の原因とな
ります。

• Intuos5シリーズの入力デバイスをタブレット上
に置いたままにすると、通常のマウスなどを使用
する際に画面のポインタの移動ができなくなった
り、コンピュータがスリープ状態に入るのを妨げ
たりする場合があります。

ペンの使い方 消しゴムの使い方
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ポインタの移動

画面上でカーソル（またはポインタ）の位置を決めるためにペンを使います。  

画面上のポインタの動きかたには、ペンモードとマウスモードの2つの設定があります（タブレットを画
面にマッピングするを参照してください）。
• ペンモードでは、タブレットの操作エリアは、コンピュータ画面に割り当てた表示部と一致します。
タブレットにペンを置くと、画面のポインタは画面上の対応する点にジャンプします。これはペンの
標準設定です。

• マウスモードでは、通常のマウスのように、動いた方向と距離に応じてポインタが移動します。

タブレットの操作エリアで、ペンを少し持ち上げ
て、ペン先を移動させます。 
画面上のポインタがペン先の移動に合わせて、移動
します。タブレットの操作エリアについてをご覧く
ださい。

デスクトップ上のアイコンやフォルダを選択するに
は、ペンでポインタを操作してオブジェクトの上に
置き、そのまま押します。

ヒント：ペンの操作に少し違和感がある場合は、
画面を見ながらペンを使うを参照してくだ
さい。
画面のポインタが、タブレット上の手の動
きと同じ方向へ移動するように、ディスプ
レイの向きに合わせてタブレットを置く
と、ポインタを簡単に操作できるようにな
ります。

検出範囲（約10 mm以内）

画面のポインタを移動したり、サイドスイッチを操作するに
は、ペン先をタブレット面から10 mm以内の場所に近づけ
ます。画面のポインタを移動させたり、サイドスイッチを使
用するのにペン先でタブレットにタッチする必要はありませ
ん。
Intuos5シリーズのすべての入力デバイスは、タブレットの
操作エリア以外では動作しません。
ペン入力とタッチ入力の両方をサポートしている Intuos5シ
リーズでは、ペンのペン先かテールスイッチ（消しゴム）が
タブレットの検出範囲（約10 mm以内）にあると、タッチ
入力ができなくなります。ペンをタブレットから離すと、
タッチ入力ができるようになります。
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クリック

画面上にあるものをハイライトさせたり、または選択する場合、クリックします。開くにはダブルクリッ
クします。

ドラッグ

ドラッグして、画面上のオブジェクトを選択したり、移動したりできます。 

ヒント：ペンをアイコンに近づけるだけで選択でき、シングルクリックで起動するようにWindows を設定しま
す。この機能を使用可能にするには、フォルダを開いて、以下の設定を行ってください。
• Windows 7 またはWindows Vista の場合：「整理」プルダウンメニューから、「フォルダと検索の
オプション ...」を選択します。「全般」タブで、「ポイントして選択し、シングルクリックで開く」を
選択します。

• それ以外のWindows の場合：任意のフォルダを開いて「ツール」メニューを選択し、プルダウンメ
ニューから「フォルダオプション ...」を選択します。「全般」タブで、「ポイントして選択し、シング
ルクリックで開く」を選択します。

クリック：クリックするには、タブレットをペン先
で一度軽くたたくか、タブレットにペン先を強めに
押しつけます。クリック音は鳴りません。
フォルダアイコン上に画面のポインタを移動させ、
ペン先を押してアイコンをクリックしてみてくださ
い。フォルダアイコンを押すと、ハイライトされま
す。

ダブルクリック：ダブルクリックするには、ペン先
で同じ場所を短く２回たたきます。マウスボタンで
2回クリックするのと同じです。フォルダアイコン
をダブルクリックして開いてみてください。
ヒント：上部のサイドスイッチの標準設定はダブル

クリックです。サイドスイッチを押すこと
により、ペン先で2回タブレットをたた
くよりも簡単にダブルクリックすることが
できます。

ペンで画面上のアイコンをドラッグするには、ま
ずアイコンを選択します。  次にペン先をタブレッ
トに押し当てたままタブレット面の上を滑るよう
に移動させます。選択したアイコンは、画面上を
移動します。
文書内のテキストを選択するには、画面のポイン
タを行の開始位置に移動させます。次にタブレッ
ト上でペンをドラッグし、テキストをハイライト
の状態にします。
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サイドスイッチを使う

ペンにはカスタマイズできる２種類の機能を備えたサイドスイッチが装備されています。ペン先がタブ
レットの操作エリアから高さ10 mm 以内にある場合に、サイドスイッチを使用することができます。ペ
ン先がタブレットにタッチしていなくても、サイドスイッチは使用できます。

新しいスイッチ機能を割り当てるには、サイドスイッチのカスタマイズをご覧ください。

サイドスイッチの標準設定

ダブルクリック：ダブルクリックするには、上側のサイドスイッ
チを押します。ペン先で２度タブレットの面をたたく方法よりも
簡単に、ダブルクリック操作を行うことができます。

上側： 「ダブルクリック」
下側： 「右ボタンクリック」

操作エリア内で書類または画像を任意の方向に移動
させるには、サイドスイッチの1つに「スクロー
ル /移動」を割り当てます。次にサイドスイッチを
押しながら、ペン先をタブレット操作面上で動かし
ます。 ウィンドウ内の書類または画像が任意の方向
に移動します。タブレット上でのペンの動きに合わ
せて、ウィンドウ内の書類あるいは画像が移動しま
す。ペンのサイドスイッチを放すか、またはタブ
レットからペン先を離すと、「スクロール /移動」
は終了します。
ソフトウェアによっては、ペン先の動きに対応する
画面上のポインタと同じ方向に書類や画像が移動す
るだけの場合もあります。

右ボタンクリック：特定のソフトウェア、または特
定のアイコンのメニューを表示させるには、右ボタ
ンクリックを使います。
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筆圧を使って描画する

ペンは微妙な手の動きや変化を感知し、筆圧に対応したソフトウェアでは自然な感じの手書き文字やイン
クのラインを表現できます。多くのグラフィックソフトには筆圧に対応した描画機能が備わっています。
たとえばソフトウェアによっては、スライダは太さ・色・透明度などの線の特徴を変えるのに使用しま
す。このような特徴はペンの筆圧機能でさらに調整できます。ペンに加える力で、線の太さ、色の混ぜ合
わせ、透明度を変えられます。Microsoft Windows 7/Vista およびOffice 2007以降のデジタルイン
ク機能も筆圧に対応しています。

ペンを傾けて描画する

ペンを垂直位置から傾けると、タブレットがこれを認識します。グラフィックソフトのなかには、線の形
や太さのコントロールに傾きを使用できるものがあります。これは、ペンを傾けた場合は線が太くなり、
ペンを垂直にすると線が細くなるエアブラシと同じような機能です。ソフトウェアによっては、傾きを調
整することで、ブラシの太さ、色、不透明度といった特性を決めることができます。

筆圧を使用して、描画したり文字を書いたり線を引
いたりするには、ペン先に加える力を変えながら、
ペン先でタブレット面をなぞるようにしてペンを移
動させます。  
• 線を太く、または色を濃くするには、ペン先を
強く押し付けます。 

• 線を細く、または色を薄くするには、ペン先を
軽く押し付けます。 

ソフトウェアによっては最初にツールパレットから
筆圧ツールを選択する必要があります。  
ペン先の感触を調整するには、 ペン先の感触とダブ
ルクリックを調整するをご覧ください。
筆圧に対応するグラフィックソフトについては、ワ
コムのホームページをご覧ください（製品情報をご
覧ください）。

傾きをテストするには、傾きをサポートする
Painter などのグラフィックソフトで曲線を描いて
みます。ソフトウェアの傾き検出機能が有効である
ことを確認し、次にブラシで線を描きながらペンの
傾きを変えて、線の形や太さが変わることを確認し
ます。
例として、Corel Painter でブラシの形を傾きに対
応するように設定した場合、ペンを傾けることによ
り長く引き伸ばされたパターンが作成できます。こ
れにより、塗面から角度が付いたエアブラシのスプ
レー効果をシミュレートすることができます。
使用するソフトウェアで、ペンの傾き加減を調整す
るには、傾き感度のカスタマイズをご覧ください。
傾きをサポートするソフトウェアについては、ワコ
ムのホームページをご覧ください（製品情報をご覧
ください）。
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消しゴム 

ペンのテールスイッチ（消しゴム）は、鉛筆の消しゴムのように使用できます。

消しゴム機能に対応するソフトウェアについては、ワコムのホームページ（http://wacom.jp/）、および
本書の製品情報をご覧ください。ソフトウェアが消しゴム機能に対応していない場合でも、ポインタの移
動や、線引き、アノテーション（書き込み）にテールスイッチ（消しゴム）を使うことができます。

画面を見ながらペンを使う

ペンを使用する際の目と手の連動に慣れるために、下記の練習をすることをおすすめします。
1. グラフィックソフトを開きます。線ツールを使って20～ 25 mm の間隔で格子を描きます。通常の
マウスを使ってもよいでしょう。

2. フリーハンドツールを選択して、格子の各交点にペンで点を打ちます。
3. 格子の各交点にペンでX 印をつけます。
4. 今度は、画面をクリアして簡単な絵を描いてみてください。ペンを使うほどに、線を引いたり、字を
書いたり、ポインタを操作することが楽になっていきます。

Office 2007 またはそれ以降のバージョン、
Windows 7 およびVista での消しゴム機能は、デ
ジタルインクで書かれたメモやスケッチを消すこと
ができます。 また、ソフトウェア内のテキストや表
計算のセルの中のテキストを選択して消去すること
もできます。
テキストに対応したソフトウェア内で、テールス
イッチでテキストを選択し続いてテールスイッチを
持ち上げると、選択中のテキストは削除されます。

消しゴム機能に対応するグラフィックソフトで、ペ
ンのテールスイッチ（消しゴム）をタブレットの操
作エリアに近づけると自動的に消しゴムツールに切
り替わり、直感的で自然な使いかたができます。
筆圧機能に対応しているソフトウェアでは、筆圧に
より消しゴムの幅や濃淡を調整できます。
詳しくは、テールスイッチ（消しゴム）の感触を調
整するをご覧ください。
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タブレットを使う
グラフィックソフトなどをお使いのとき、作業をスムーズに行うために、Intuos5シリーズにはファンク
ションキーとタッチホイールが搭載されています。利き手でタッチ入力またはペン入力を行いながら、同
時にもう一方の手で、ファンクションキーやタッチホイールを操作することができます。

ファンクションキーのカスタマイズおよびタッチホイールのカスタマイズもご覧ください。

操作エリア
タッチ入力またはペン入力を検出す
るタブレット上の領域

ファンクションキー
ファンクションキーを押すことに
よって、よく使われる機能、キース
トローク、ボタンのクリック、修飾
キーなどを実行できます。ファンク
ションキーはカスタマイズが可能で
す。
補足：small サイズのタブレット

（PTH-450、PTK-450）で
は、ファンクションキーは6
個です。

タッチホイール
タッチホイールの上を指でなぞると、
ズームやスクロール、その他の割り
当てた機能を実行できます。
タッチホイールの中央にある切り替
えボタンを押すと、タッチホイール
に割り当てられた4つの機能を切り
替えることができます。機能を切り
替えると、4つのステータスランプ
の内、対応するステータスランプが
点灯します。
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ファンクションキーを使う
ファンクションキーを押すと、よく使われる機能やキーストロークを実行できます。  ファンクションキー
は、作業を進めながらタッチ、ペン、またはその他の入力デバイスのプロパティを変更するためにも使う
ことができます。お使いのタブレットがタッチ入力に対応していれば、以下の機能の多くはジェスチャー
で実行することができます。

2つのファンクションキーを組み合わせて操作することができます。たとえば、1つのボタンに「Ctrl」を、
別のボタンに「Alt」を設定します。両方のボタンを押すと、「Ctrl」+「Alt」が実行されます。

補足：Intuos5 medium(PTK-650)
の標準設定：
• 設定内容の表示
• ラジアルメニュー
• プレシジョンモード
• マッピング画面切り替え
• ［Shift］キー
• ［Ctrl/Cmd］キー
• ［Alt/Opt］キー
• スクロール / 移動

Intuos5 small(PTK-450) の
標準設定：
• 設定内容の表示
• プレシジョンモード
• ［Shift］キー
• ［Ctrl/Cmd］キー
• ［Alt/Opt］キー
• スクロール /移動

Intuos5 touch small
(PTH-450) の標準設定：
• タッチ機能 on/off 切り替え
• 設定内容の表示
• [Shift] キー
• [Ctrl/Cmd] キー
• [Alt/Opt] キー
• スクロール / 移動

タブレットの左側にファンクションキーが
配置された場合
（ファンクションキーを左側）

タブレットの右側にファンクションキーが
配置された場合
（ファンクションキーを右側）

Intuos5 touch medium（PTH-650）
/large（PTH-850）の標準設定：

タッチ機能 on/off 切り替え
設定内容の表示
プレシジョンモード
マッピング画面切り替え

[Shift] キー
[Ctrl/Cmd] キー
[Alt/Opt] キー
スクロール /移動
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ヒント：• ラジアルメニューを使用してタブレットの機能を拡張できます。
• ファンクションキーに触れるとエクスプレスビューが起動し、ファンクションキーの設定が表
示されます。

• 設定内容の表示の割り当てられたファンクションキーを押すと、コントロールパネルとリンク
するインタラクティブな設定一覧が表示されます。

また、以下のようなファンクションキーの使い方も試してください。
• よく使うキーボードのショートカットをキーに設定します。
• よく使うファイルあるいはソフトウェアを起動するようにキーを設定します。
• お使いのペンのサイドスイッチを利用しない、または利用できない場合には、ファンクションキーの
どれかに右ボタンクリックまたはダブルクリックをセットしてください。

• その他の割り当てられる機能から選択し、キーを設定します。ファンクションキーのカスタマイズを
ご覧ください。
重要：ソフトウェアによっては、ファンクション機能が無効になったり、制限される場合がありま

す。詳細については、タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを
使うをご覧ください。

コントロールパネルからファンクションキーの機能をカスタマイズします。

コントロールパネルを開く
コントロールパネル概要
ファンクションキーのカスタマイズ

上の画面は Intuos5 touch medium (PTH-650) を例にしています。
お使いの機種により、一部設定が異なる場合があります。
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タッチホイールを使う
タッチホイールを使って、表示中の文書や画像をスクロールしたり、拡大縮小したりすることができま
す。割り当てられたキーストローク機能を実行することもできます。

重要：ソフトウェアによっては、タッチホイール機能が無効になったり、制限される場合がありま
す。詳細については、タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを
使うをご覧ください。

コントロールパネルからタッチホイールの機能をカスタマイズします。

コントロールパネルを開く
コントロールパネル概要
タッチホイールのカスタマイズ

拡大の例
指でホイールを時計回りになぞると、多くのソフトウェアでは拡大、または下方向へスク
ロールが行えます。 タッチホイールの上部を軽くたたくと、割り当てられた機能が１つ進
みます。

縮小の例
指でホイールを反時計回りになぞると、多くのソフトウェアでは縮小、または上方向へス
クロールが行えます。タッチホイールの下部を軽くたたくと、割り当てられた機能が１つ
進みます。

切り替えボタンを押すと、タッチホイール
の4つの機能が切り替わります。
機能が切り替わると、対応するステータス
ランプが点灯します。機能が設定されてい
ないランプは、スキップして次に切り替わ
ります。
切り替えボタンを押すと、現在のタッチホ
イールの設定内容が、ディスプレイ画面に
少しの時間表示されます。

タッチホイールの設定を変更するには、タッチホ
イールのカスタマイズをご覧ください。

設定１：「オートスクロール /ズーム」　グラ
フィックソフトでホイールはズームに、他の
ソフトウェアではスクロールに設定されます。
ソフトウェアによっては、ズームがスクロー
ルとみなされたり、あるいは全く機能が働か
ない場合があります。
同様に、スクロールがズームとみなされたり、
全く働かない場合もあります。
設定2：「レイヤー切り替え」　Adobe 
Photoshop で、ファイルに複数のレイヤー
がある場合、レイヤーウィンドウのレイヤー
を上方向または下方向に切り替えることがで
きます。円に沿って時計回りになぞると、上
方向のレイヤーへと切り替わります。
設定3：「ブラシサイズ」　Adobe 
Photoshop で、ブラシのサイズを大きくし
たり小さくしたりできます。
設定 4：「カンバスの回転」　Adobe 
Photoshop で、画像全体を回転させたり反
転させることができます (Adobe 
Photoshop CS4またはそれ以降対応 )。

タッチホイールがタブレットの左側になる
ように配置する場合の設定（標準設定）：
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Intuos5 touch シリーズのタッチ機能を使う

Intuos5 touch シリーズは、作業をより効率よく行えるように設計されています。タッチ機能により、
タブレット上で指を動かすだけで、コンピュータを操作できます。
Intuos5 touch シリーズでは、スマートフォンやノートパソコンのトラックパッドと同様にタッチ機能
を使うことができます。初めに基本操作を学び、ポインタの操作や通常のマウス操作を行うことができる
ようにします。次に、スクロール、ズーム、回転などの操作が行えるようにします。

タブレットの操作エリアを指で触れると、タッチ入力が可能になります。
• タッチ入力をするときは、指を操作しやすい間隔に開いてください。
指同士をぴったりとくっつけてタブレットに置くと、1本の指を使った操作と判断されたり、操作や
ジェスチャーがどの指で操作されたのかを識別しにくくなることもあります。操作中、すべての指は
必ず操作エリア内に置いてください。

• もっとも操作しやすい方法でタッチ入力を行ってみてください。ジェスチャー中は不用意なタッチを
避けるように注意してください。たとえばズームまたはスクロール中に、操作エリアに小指や手のひ
らが触れた場合に、不要な右クリックが実行されたりすることがあります。

補足：ペン入力とタッチ入力の両方が操作可能なタブレットについて、ペン先またはテールスイッチ（消
しゴム）がタブレットの検出範囲内にある場合、タッチを行うことはできません。タブレットの操
作エリアからペンを離すと、タッチ入力が可能になります。

タッチによる操作
タッチのカスタマイズ
タッチのテスト
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タッチによる操作

Intuos5 touch シリーズでは、タッチ機能により、タブレットの操作エリア上で指を動かすだけでコン
ピュータを操作することができます。タブレットの操作エリアについてをご覧ください。
各タッチオプションは、コントロールパネルから有効 /無効を切り替えることができます。「タッチオプ
ション」、「ジェスチャーの標準設定」、あるいは「ジェスチャーの個人設定」タブでチェックを入れた
タッチオプションは有効になります。
• 基本的な動作で、ポインタの移動や一般的なマウスの機能を実行します。
• ジェスチャーを使ってスクロール、ズーム、回転などの機能を実行します。ジェスチャーによっては、
タブレットにジェスチャーが認識されたことを知らせる視覚表示が、表示画面に表れます。

タッチのカスタマイズまたはファンクションキーのカスタマイズを行って、さらに別のタッチ機能を実行
することもできます。

チェックを外し、タッチ入力を無効
にしてください。
コントロールパネルのどのタッチ機
能タブからでも、タッチ入力を完全
に無効にする（また有効に戻す）こ
とができます。

上の画面はWindows での「ジェスチャーの標準設定」タブを
例にしています。
お使いのコンピュータやOS により、利用可能なオプションが
一部異なる場合があります。
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１本指での操作
トラック
1本の指で画面上のポインタを操作します。
指をタブレットの操作面に置いて、スライドさせま
す。

タップでクリック

クリック
1本の指で画面上の項目までトラックします。ここ
で指を持ち上げた後タップし、選択します。

ダブルクリック
1本の指で画面上の項目までトラックします。一度
離してもう一度タップします。

ドラッグ

（「ドラッグに固定」がオフの場合）：1本の指で画
面上の項目をタップして選択します。
再び指を素早くタブレットの操作面上に置き、ト
ラック（スライド）してドラッグします。指を持ち
上げて、項目から離します。
ヒント：• デスクトップ上では複数の項目を選択

し、ドラッグできます。
Windowsの場合：複数の項目を選択す
る場合、タップしながら「Ctrl」または
「Shift」キーを押します。
Macの場合：複数の項目を選択する場
合、タップしながら「shift」あるいは
「command」キーを押します。

• ２本の指で選択とドラッグを行うこと
もできます。

ドラッグロック

（「ドラッグに固定」がオンの場合）：1本の指で画
面上の項目をタップして選択します。
ドラッグするには、タブレット上で指をトラック
（スライド）します。再度、タップして項目を離し
ます。
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2本指での操作、およびジェスチャー
2本目の指のタップでクリック

選択とドラッグ
1本の指で画面上の項目までトラックします。親指
または2本目の指をその左側に置き、選択します。
続けて項目をドラッグしたりテキストブロックを選
択したりする場合は、親指以外の２本の指で操作す
ることをおすすめします。 
• 選択した項目を移動するには、２本の指をその
ままタブレット上で動かします。 

• テキストブロックをハイライトさせるには、２
本の指をそのままタブレット上で動かしてテキ
ストを選択します。 

• ドラッグの途中で操作エリアの端に行き着いた
場合、選択を解除せずにドラッグを延長するこ
ともできます。そのためには、１本目の指を持
ち上げてから、ドラッグを続けやすい位置に２
本目の指を動かします。１本目の指を再びタブ
レットに置き、両方の指で続けてドラッグしま
す。 

選択を解除するには、親指または2本目の指を持ち
上げます。
補足：タブレットを左利き用（ファンクションキー

はタブレットの右側）に設定している場合、
1本目の指の右側に2本目の指を置きます。

2本目の指のタップで右クリック

1本の指を使って画面上の項目までトラックしま
す。次に2本目の指をその右側に置き、離します。
指を離すと右クリックが実行され、ポインタの位置
にコンテキストメニューが表示されます。
メニューのオプションまで指をトラックし、タップ
して項目を選択します。
補足：タブレットを左利き用（ファンクションキー

はタブレットの右側）に設定している場合、
1本目の指の左側に指を置きます。

タップで右クリック

右クリックして、画面上のポインタの位置にコンテ
キストメニューを表示させるには、2本の指を少し
だけ離してタブレットの操作面をタップします。指
をそろえて早素く同時にタップしてください。
次に、メニューのオプションまで指をトラックし、
タップして項目を選択します。
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スクロール

2本の指をタブレットの操作面に置きます。指を同
時にゆっくりと平行移動させます。
• 上方向へ指をスライドさせると、画面の上方向
へファイルがスクロールします。

• 下方向へ指をスライドさせると、画面の下方向
へファイルがスクロールします。

• 左方向へ指をスライドさせると、画面の左方向
へファイルがスクロールします。

• 右方向へ指をスライドさせると、画面の右方向
へファイルがスクロールします。

ヒント：• 最後に指をフリックさせると、指がタ
ブレットを離れた後、ほんの短いスク
ロールが続きます。

• 縦と横にスクロールするWindows で
は、指をどの方向にスライドさせても
ドキュメントの表示はそれに従います。

• 上方向へのスクロールだけにしたい場
合は、コントロールパネルの「ジェス
チャーの標準設定」タブを選択して
「スクロール」ドロップダウンメニュー
から「縦」を選択します。

• コントロールパネルの「ジェスチャー
の標準設定」タブを選択して、「スク
ロール」ドロップダウンメニューから
「ナチュラル」または「標準」を選択し
ます。
Mac OS X 10.7.x の場合：
「ナチュラル」を選んだ場合、表示はス
クロール操作と同じ方向に移動します。
「標準」を選んだ場合、表示はスクロー
ル操作と逆方向に移動します。下方向
にスクロール操作をすると、表示は上
方向に移動します。
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ファストスクロール
2本の指を同時に素早く動かし（あるいはフリック
し）、動作の終りに指を上へ持ち上げます。
• 上方向へ指をフリックして、スピードをつけて
スクロールします。

• 下方向へ指をフリックして、スピードをつけて
スクロールします。

補足：ファストスクロールは、垂直スクロールに対
してのみ有効です。

ズーム

初めに、タブレット操作面に2本の指を置きます。
• 1つの指ともう1つの指の間が徐々に広がるよう
に、拡大操作を行います。

• 1つの指ともう1つの指でつまむようなかたちを
つくって、指同士が徐々に近づくように縮小操
作を行います。

補足：ズーム機能がAdobe Photoshop で正しく
動作しない場合、「編集」メニュー→「環境
設定」→「一般」を選択し、ウィンドウから
「スクロールホイールでズーム」のチェック
がはずれていることを確認します。
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回転（2本指での回転）
タブレット操作面に２本の指を斜めに離して置き、
時計回りあるいは反時計回り方向に回転させます。 
このジェスチャーをタブレットに正しく認識させる
ために、２本の指を斜めに約２５mm以上離して
からタブレット操作面に置き、回転中もその間隔を
維持してください。 
補足：回転によるジェスチャーは、使用中のソフト

ウェアによって動作が異なります。たとえ
ば、90度ずつ回転する場合があります。あ
るいは、全く回転しない場合もあります。

回転（指を軸にして回転）
タブレット操作面に２本の指を斜めに離して置きま
す。
１本の指を固定して、もう１本の指をそのまわりで
回転させます。 
このジェスチャーをタブレットに正しく認識させる
ために、２本の指を斜めに２５mm以上離してか
らタブレット操作面に置き、回転中もその間隔を維
持してください。 
補足：回転によるジェスチャーは、使用中のソフト

ウェアによって動作が異なります。たとえ
ば、90度ずつ回転する場合があります。あ
るいは、全く回転しない場合もあります。
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３本指でのジェスチャー
ドラッグ

Mac OS X 10.7.x の場合：
1本の指でタップして選択し、操作面から指を離し
ます。続いて、少し離した状態の３本の指でドラッ
グし、操作面から指を離します。

左右スワイプによるページ移動

「進む」または「戻る」（右あるいは左へのスワイプ）
3本の指を少し離した状態でスワイプします。動作
の終わりに指を持ち上げます。
• 右方向にスワイプすると、多くのブラウザと画
像ビューアで「進む」が実行されます。

• 左方向にスワイプすると、多くのブラウザと画
像ビューアで「戻る」が実行されます。

ヒント：スワイプは、ドキュメントビューアでの右
矢印キーおよび左矢印キーを使用するのと
同じ働きをします。

ジェスチャーによるスワイプを使用すると、ほとん
どのWebブラウザでページを進めたり前に戻した
りできます。
タップ＆ホールドでラジアルメニューを表示

3本の指を少し離してタップし、指を操作面に触れ
たままにすると、ディスプレイ画面にラジアルメ
ニューが開きます。操作面から指を離してラジアル
メニューを操作します。
このジェスチャーはカスタマイズできます。ジェス
チャーの個人設定をご覧ください。
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４本指でのジェスチャー
ピンチで Launchpad を開く

Mac OS X 10.7.x の場合：タブレット上に親指と
他の3 本の指を置き、すべての指を閉じるように近
づけると、表示中のウィンドウが消え、コンピュー
タにあるすべてのソフトウェアが画面に表示されま
す。
スプレッドでデスクトップを表示する

Mac OS X 10.7.x の場合：タブレット上に親指と
他の3 本の指を置き、すべての指を離すように広げ
ると、デスクトップが表示されます。

左右スワイプによるソフトウェアの切り替え

指同士を少し離した状態で4本の指を左右に動かす
と、アプリケーションスイッチャーが開きます。
続いて1本の指を左右に移動すると、ソフトウェア
がハイライト表示されます。ソフトウェアを軽くた
たいて選択します。
Windows XP の場合：4本の指を左右に動かすと、
Windowsフリップが開きます。続いて再度4本の
指でスワイプすると、リスト内の次のソフトウェア
が開きます。
Mac OS X 10.7.x の場合：4 本の指で左右にスワ
イプすると、フルスクリーンアプリケーションが切
り替わります。
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上方向スワイプでデスクトップ画面を表示

指同士を少し離した状態で4 本の指を上方向にスワ
イプすると、表示中のウィンドウが隠れデスクトッ
プが表示されます。再度上方向にスワイプすると、
隠れたウィンドウが再びデスクトップ上に戻されま
す。
Mac OS X 10.7.x の場合：4本の指を上方向にス
ワイプするとMission Control が開き、お使いの
Macで開かれたすべてのウィンドウを表示します。
もう一度上方向にスワイプすると、Mission 
Control を終了します。
このジェスチャーはカスタマイズできます。ジェス
チャーの個人設定をご覧ください。

下方向スワイプでフリップ 3D/Exposéを実行

指同士を少し離した状態で、4本の指を下方向にス
ワイプします。
• フリップ3D（Windows）の場合：最初のスワ
イプでフリップ3Dが開きます。再度下方向に
スワイプするとフリップ3Dが閉じます。
左または右にスワイプして、開いた複数のウィ
ンドウ間を移動します。1本の指で1回タップ
して選択します。Windows XPでは、この操作
はできません。

• Exposé（Mac）の場合：最初のスワイプで 
Exposé が開きます。再度下方向にスワイプす
ると Exposéは閉じます。

1本の指で1回タップして選択します。
• App Exposéの場合 (Mac OS X 10.7.x)：下方
向にスワイプすると、使用中のソフトウェアが
開いているウィンドウをプレビューします。も
う一度下方向にスワイプすると、App Exposé
を終了します。

このジェスチャーはカスタマイズできます。ジェス
チャーの個人設定をご覧ください。
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5本指でのジェスチャー
下方向スワイプで設定内容の表示を表示する

少し離した状態の5本の指を下方向にスワイプする
と、現在のファンクションキー、タッチホイール、
ペン、およびタッチのインタラクティブな（コント
ロールパネルとリンクする）設定一覧が、画面に表
示されます。
各項目をクリックするとコントロールパネルのタブ
を開き、設定の変更を行うことができます。
再び下方向にスワイプするか、各項目以外の領域を
クリックすると、表示は終了します。
このジェスチャーはカスタマイズできます。ジェス
チャーの個人設定をご覧ください。
タップ＆ホールドで保存

5本の指を少し離して操作面をタップし、指を操作
面に触れたままにすると、開いているソフトウェア
で行った作業内容を保存します。
このジェスチャーはカスタマイズできます。ジェス
チャーの個人設定をご覧ください。



40

40
目次 索引

目次 索引

タッチのカスタマイズ

使い方に合わせて、コントロールパネルからタッチ入力の最適なカスタマイズを行うことができます。
コントロールパネルの「入力デバイス」リストから「タッチパネル」（タッチアイコン表示）を選択し、
カスタマイズしたいタブに切り替え、利用可能なオプションを選んで設定を変更します。タッチによる操
作をご覧ください。

コントロールパネルを開く
コントロールパネル概要
タッチオプションを設定する
ジェスチャーの標準設定
ジェスチャーの個人設定
特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定
タッチ入力を無効にする
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タッチオプションを設定する

「タッチオプション」タブを選んで設定します。  
ここでは、タッチ操作やジェスチャー操作を感知するための速度を設定します。
「ポインタの速度」ではトラッキングおよびナビ
ゲーション用に、ポインタの速度を調節します。  
ポインタをゆっくり動かしたい場合は、「遅い」
にスライドします。  ポインタを素早く動かしたい
場合は、「速い」にスライドします。

「ダブルタップの間隔」は、ダブルクリックを
認識させるための速さを調節します。  設定を
テストするには、「テスト」エリアにポインタ
を置き、2回タップします。

「スクロールスピード」でジェス
チャーによる「スクロール」の速
度を設定します。

画面のポインタの加速度レベルを
設定します。  タブレット上の指の
動きに対する反応を遅くするとき
は「低」に、速くするときは「大
きい」にスライドします。

補足：タッチ速度と加速度の設定は、通常のマウスの設定から独立しています。  これらの設定を変更しても、通常
のマウスの設定に影響はありません。  ただし、通常のマウスの設定を変更すると、タブレットの設定に影響
することがあります。
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ジェスチャーの標準設定

Intuos5シリーズをカスタマイズし、ユーザごとに最適なタッチの設定を行う場合は、「ジェスチャーの
標準設定」タブを選択します。
各項目をチェックすると、タッチ操作やジェス
チャーが利用可能になります。
様々な使い方に対応できるように、右クリック
など一部の機能は別の動作でも実行できます。
ポインタをタッチオプションのどれかに置く
と、機能を説明する画像が表示されます。
オプションを選ばなければ、自動的に一番上の
オプションから順に画像が表示されます。
タッチによる操作およびジェスチャーの個人設
定もご覧ください。

上の画面はWindowsでの表示を例にしています。
お使いのコンピュータやOS により、利用可能なオプションが
一部異なる場合があります。
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ジェスチャーの個人設定

カスタムタッチジェスチャーを作成する場合は、「ジェスチャーの個人設定」タブを選択します。
選択したタッチジェスチャーを使うことができ
ます。また、実行されるオプションを、プルダ
ウンメニューから選んで変更することができま
す。
ポインタをタッチオプションのどれかに置く
と、機能を説明する画像が表示されます。
オプションを選ばなければ、自動的に一番上の
オプションから順に画像が表示されます。
タッチによる操作およびジェスチャーの標準設
定もご覧ください。

上の画面はWindows での表示を例にしています。
お使いのコンピュータやOS により、利用可能なオプションが
一部異なる場合があります。
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タッチ入力を無効にする

「ジェスチャーの標準設定」タブ、「ジェスチャーの個人設定」タブ、または「タッチオプション」タブを
選択して、タッチの有効 /無効を切り替えます。

「設定内容の表示」から、タッチ入力を有効または無効にすることもできます。「設定内容の表示」の割り
当てられたファンクションキーを押すと、コントロールパネルとリンクするインタラクティブな設定一覧
が画面に表示されます。

• 選択を解除するとタッチ入力が無効にな
ります。この場合もファンクションキー
およびペンでの作業は有効です。

• 「タッチ機能 on/off 切り替え」機能を
ファンクションキーに割り当てることも
できます。

上の画面は「ジェスチャーの標準設定」タブを例にしています。

「タッチのプロパティ」をク
リックし、タッチの設定をご
覧ください。
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タッチのテスト

タッチ入力に関してトラブルがあった場合は、現在割り当てられているタッチ機能をチェックするか、ま
たは標準設定に戻してください。
さらにタッチのテストを続ける場合：
1. タブレット操作面上で指をすべらせてポインタを動かしてみてください。次にどれかの項目をタップ
して選択します。タブレットの操作エリアをタッチすると、ステータスランプが点灯します。タブ
レットのテストもご覧ください。

2. コントロールパネルを開き、「タブレットについて」ボタンをクリックします。表示されるダイアログ
ボックスで「診断」をクリックします。「診断」ダイアログボックスは、タブレットとお使いの入力デ
バイスの現在の状態、およびタッチ入力が可能なタブレットについての適切な情報を表示します。タ
ブレットおよび入力デバイスのテストもご覧ください。

3.「診断」ダイアログボックスを開き、タブレット操作面を１本の指でタッチし、次に2本の指でタッチ
します。
タブレット操作面をタッチするたびにタブレットのステータスランプが点灯し、「タッチ情報」の状態
が変化します。

4. 終了後、「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。
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Intuos5 シリーズをカスタマイズする
Intuos5シリーズのコントロールパネルを使って、使いやすいように Intuos5シリーズをカスタマイズ
できます。
操作に慣れたユーザーは、特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定を作成することで、
Intuos5シリーズを最適な状態でお使いいただくことができます。

コントロールパネルを開く
コントロールパネル概要
ペン入力をカスタマイズする
タッチのカスタマイズ
タブレット機能のカスタマイズ
タブレットを画面にマッピングする
ボタン機能
ラジアルメニューの使い方と設定
マッピング画面切り替えを使う
特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定
複数の入力デバイスでの作業
タブレットモードの変更
オプション設定
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コントロールパネルを開く
コントロールパネルを開きます。
• Windows：Windowsの「スタート」ボタンをクリックして、「すべてのプログラム」を選択します。

次に「ワコムタブレット」を選択し、「ワコムタブレットのプロパティ」オプションを選
択します。

• Mac：「Finder」の「アップル」メニューあるいは「アプリケーション」フォルダから「システム環
境設定」を開きます。次に「ワコムタブレット」アイコンをクリックします。

Intuos5シリーズはコントロールパネルからカスタマイズすることができます。コントロールパネルで
は、お使いの機種の最新モデル、および設定に当てはまるタブとオプションのみ表示されます。コント
ロールパネル概要をご覧ください。
補足：各ユーザごとに設定が行えます。ログオンした後、各ユーザはコントロールパネルで個人の設定を

カスタマイズすることができます。別のユーザに切り替えると、自動的にそのユーザの設定が読み
込まれます。

ヒント：現在の設定一覧を表示するには、設定内容の表示に割り当てられたファンクションキーまたは他
のデバイスボタンを押します。

「設定内容の表示」の各項目をク
リックすると、該当するコント
ロールパネルのタブが開きます。
機種によって表示あるいは設定
の一部が異なる場合があります。
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コントロールパネル概要
コントロールパネルを使って、Intuos5シリーズまたは入力デバイスをカスタマイズできます。コント
ロールパネルを開くと、グリップペンまたはその他の Intuos5用入力デバイスのアイコンが「入力デバ
イス」リストに表示されます。タッチ入力に対応したタブレットの場合は、「タッチパネル」アイコンも
同時に表示されます。該当するタブが表示されます。
カスタマイズする場合は、該当するタブの項目を変更します。設定をいろいろ試して、最適な設定を見つ
けてください。  変更した設定内容はすぐに反映されます。  標準設定に戻すには、「標準設定」ボタンをク
リックします。

ヒントはほとんどのコントロールパネルの項目の上に表示されます。項目の上に画面のポインタを置いて
静止させると、ヒントがすぐにポップアップします。
キーボードのタブと矢印キーを使って、コントロールパネルを操作することもできます。

各アイコンはお使いの「タブレット」、
「入力デバイス」、「アプリケーション」
の設定を示しています。

ファンクションキー、
タッチホイール、およ
びラジアルメニューの
設定をカスタマイズす
る場合は、「ファンク
ション」を選択しま
す。マルチディスプレ
イでお使いの場合は、
「マッピング画面切り
替え」オプションが利
用できます。
タッチ入力が可能なタ
ブレットの場合は、
「タッチパネル」を選
択してタッチの設定を
カスタマイズします。
タッチのカスタマイズ
をご覧ください。
「グリップペン」を選
択し、ペンの設定をカ
スタマイズします。タ
ブレットの操作面で一
度ペンを使用すると、
このアイコンを選択す
ることができます。入
力デバイスごとに名前
を変更することもでき
ます。
タブの設定を標準設
定の状態に戻します。

ユーザーズガイドを
ダウンロード、また
は表示します。

オプション設定をご覧ください。

タブレットとソフト
ウェアの情報、および
「診断」ダイアログボッ
クスにアクセスするオ
プションも表示されま
す。

タブには、選択した
ペンやマウスに対し
てカスタマイズが可
能な設定が表示され
ます。
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コントロールパネルリストとタブ： コントロールパネルの「タブレット」、「入力デバイス」、「アプリケー
ション」リストから、目的のタブレット、入力デバイス、アプリケーション（ソフトウェア）を選択して
設定を変更します。

補足：「アプリケーション」リストは必要に応じて設定してください。

「タブレット」リストには、現在、コンピュー
タに接続されていて、タブレットドライバが
サポートしているタブレットのアイコンが表
示されます。リストの下に表示される設定は
すべて、選択したタブレットに適用されます。
• コントロールパネルは、タブレットドラ
イバに対応したタブレットがコンピュー
タに接続されないと表示されません。

• タブレットがコンピュータに接続されて
いないと、コントロールパネルリストか
らタブレットを削除することはできませ
ん。

複数タブレットの設置およびタブレットモー
ドの変更をご覧ください。

現在、選択されているものが
ハイライトされます。

「入力デバイス」リストには、「ファンクション」およびタブレットで使われている入力デバイスのアイコン
が表示されます。タッチ入力が可能な機種の場合は、「タッチパネル」アイコンが表示されます。
特定の入力デバイスをカスタマイズするには、「入力デバイス」リストの該当するアイコンをクリックし、該
当するタブを表示します。タブレット機能のカスタマイズ、ペン入力をカスタマイズする、およびタッチの
カスタマイズをご覧ください。
補足：タブレットの操作面で一度ペンを使用すると、そのペンは自動的に「入力デバイス」リストに追加さ

れます。このとき、ペンの各機能は標準設定です。
複数の入力デバイスでの作業をご覧ください。

「アプリケーション」リストを使うと、特定のソフトウェアに対してのみ適用されるペンやマウスの設定を定
義できます。 特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定をご覧ください。
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ペン入力をカスタマイズする

ペンのカスタマイズは簡単に行うことができます。ペンを使用してコントロールパネルを開きます。ペン
が「入力デバイス」リストで自動的に選択され、適切なタブが表示されます。ペンが自動的に選択されな
い場合、「入力デバイス」リストから選択します。タブを選択し、使用可能なオプションから選択します。

ワコムではオプション品として、アートペンやエアブラシなど各種のペンを提供しています。
• アートペンは筆圧対応のペン先と消しゴムを搭載し、傾き検出と回転機能にも対応しています。
ペン軸の回転はカリグラフィブラシやアナログのマーカーのような描写を実現し、この機能に対応し
ているソフトウェア内でユニークな効果を生み出します。

• エアブラシは、アナログのエアブラシの感覚そのままに作業できるテジタルエアブラシです。筆圧対
応のペン先と消しゴム機能、傾き検出、およびホイール機能を搭載し、デジタルペイントのソフト
ウェアを制御します。

これらの入力デバイスは、タブレットドライバでサポートされています。これらのペン先でタブレットの
操作面に触れると、コントロールパネルの「入力デバイス」リストにアイコンが表示されます。コント
ロールパネルは自動的に更新され、新しい入力デバイスとカスタマイズ対象のオプションが表示されま
す。
これらの入力デバイスに対応したソフトウェアでは、ソフトウェア内でアートペンの回転やエアブラシの
ホイール機能の調節などを行うことができます。詳しくは、ソフトウェアに付属の取扱説明書をご覧くだ
さい。
これらのオプション品についてのさらに詳しい情報、また Intuos5シリーズで使用可能なその他のオプ
ション品については、ワコムのホームページをご覧ください。ワコムのホームページでは、現在これらの
入力デバイスの新機能に対応しているソフトウェアを確認することもできます。

テールスイッチ（消しゴム）
の感触を調整する

傾き感度のカスタマイズ

サイドスイッチのカスタマイズ

ペン先の感触とダブルクリックを調整する
ペン先とテールスイッチ（消しゴム）の詳細な設定
特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定

タブレットを画面にマッピングする
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ペン先の感触とダブルクリックを調整する

ペン先の感度を調整する場合は、「ペン」タブを選択します。
クリックや描画、インクに必要な筆圧をカスタ
マイズします。
太い線を引きたい場合、または軽いタッチでク
リックしたい場合は、「ペン先の感触」のスラ
イダを「柔らかい」へ移動させます。細い線を
引きたい場合は、スライダを「硬い」へ移動さ
せます。

クリックし、ペン先の感度をさらに細かくカス
タマイズします。

ポインタをコントロールパネルの何もない領域
に置き、ペン先でタブレットの操作エリアを押
します。筆圧バーを動かして、ペンで最大筆圧
を得るために必要な荷重を設定します。

ダブルクリックする領域の大きさ
を調整します。ダブルクリックア
シストを必要としない場合は、ス
ライダをOFF の位置へドラッグし
ます。

ヒント：• ほとんどの筆圧対応のソフトウェアでは、筆圧の範囲を広くする場合は、「ペン先の感触」を柔らかく
します。

• ソフトウェアによっては、柔らかい筆圧設定にすると、ペンがわずかな筆圧にも過剰に反応する場合
があります。この場合は、「ペン先の感触」を硬い方に設定してみてください。

• ダブルクリックをより簡単に行うためには、「ダブルクリック距離」を大きくするか、「ペン先の感触」
を柔らかくします。

• グラフィックソフトによっては、ダブルクリック距離を大きくすると筆のストロークに時間差が生じ
るため、ドラッグの動きやインクのストロークにも時間差が生じることがあります。このような場合
はダブルクリック距離を小さく設定し、サイドスイッチを使ってダブルクリックしてみてください。
ファンクションキーにダブルクリックを設定することもできます。
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テールスイッチ（消しゴム）の感触を調整する

ペンでテールスイッチ（消しゴム）の感度を調節するには、「テールスイッチ」タブを選択します。

ペン先とテールスイッチ（消しゴム）の詳細な設定

ペン先あるいはテールスイッチ（消しゴム）の筆圧を設定する場合、「ペン」または「テールスイッチ」
タブを選択し、「カスタマイズ…」ボタンをクリックします。「ペンの感触の詳細設定」ダイアログボック
スのオプションで、ペン先または消しゴムの筆圧感度とクリックのしきい値設定を変更できます。

重要：「ペン先の感触」、または「消しゴムの感触」のスライダと詳細な設定は連動しているため、
変更される際にはご希望に合う設定画面をお使いください。詳細な設定をカスタマイズして
から、スライダをドラッグすると、詳細設定で設定した内容が削除されます。

テールスイッチ（消しゴム）を使用する場合に実行する
ボタン機能を選択します。テールスイッチ（消しゴム）を使うとき

に必要な筆圧をカスタマイズします。ス
ライダをドラッグして柔らかい、または
硬いに設定します。

クリックすると、テールスイッチ（消しゴム）
の感触をさらに細かくカスタマイズすることが
できます。

コントロールパネルの空領域にポインタを置
き、タブレットの操作エリアにテールスイッチ
を押し付けます。筆圧バーを動かして、消しゴ
ム機能で最大筆圧を得るために必要な荷重を設
定します。

筆圧カーブは、選択した筆圧感度の曲線とク
リック圧の設定を図で示したものです。
筆圧の各コントロールを動かして、筆圧カー
ブを変更します。
• 「クリック圧」は、筆圧の登録やペン先
でのクリックに必要な荷重を設定しま
す。

• 「筆圧感度」を調節し、筆圧カーブの傾
きを変更します。

• 「最大筆圧」は、最大筆圧を得るために
必要な荷重を設定します。

急激な増加を表す曲線は、ペンの感度が高い
ことを示します。

ペン先、またはテー
ルスイッチ（消しゴ
ム）を使って、ボッ
クス内を何度か試し
描きしてみて、変更
結果をテストしてく
ださい。
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サイドスイッチのカスタマイズ

お使いのペンのサイドスイッチとペン先に割り当てられた機能を変更するには、「ペン」タブを選択します。
上部、または下部のサイドスイッチを
押した場合に働くボタン機能を選択し
ます。
タブレットにペンを接触させずに、タ
ブレット面から10 mm以内にペン先
を近づけて、上部、または下部のサイ
ドスイッチを押した場合、設定した機
能が働きます。
ヒント：「ダブルクリック」を、上部の

サイドスイッチ（標準設定）、
または下部のサイドスイッチ
に設定すると、簡単にダブル
クリックを行うことができま
す。

この位置をダブルクリックすると、ペン先の機能が変わります。
• クリックが設定されていないと、ペンでウィンドウの操作がで
きなくなる場合があります。ペンのボタンのいずれか１つを、
必ず「クリック」機能に設定してください。

• グラフィックソフトウェアで線を描くためには、ペン先が「ク
リック」に設定されている必要があります。

補足：右クリックや他のクリック機能を実行する際のペンの操作方法を変えることができます。オプション設定を
ご覧ください。
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傾き感度のカスタマイズ

ペンの傾き感度を調整するには、「ペン」タブを選択します。対応するソフトウェアで最大限の効果を得
るために、入力デバイスをどれだけ傾けるかを決定します。高い感度では、低い感度ほどペンを傾ける必
要はありません。

傾きをサポートするソフトウェアの最新情報についてはワコムのホームページをご覧ください（製品情報
をご覧ください）。

タブレット機能のカスタマイズ
Intuos5シリーズをカスタマイズするには、コントロールパネルを開いて、「入力デバイス」リストから
「ファンクション」アイコンを選択します。カスタマイズするタブを選択して、利用可能なオプションを
選択して設定を変更します。

スライダをドラッグして、「傾き感度」の
高低を調整してください。傾きをサポート
するソフトウェアで新しい設定をテストし
ます。傾きの設定はペン先およびテールス
イッチ（消しゴム）の両方に適用されま
す。
傾きはペンを動かす方向に反応します。ソ
フトウェアによっては、ブラシの方向やそ
の他の特性をコントロールするために、傾
きが使えます。

ラジアルメニューの使い方と設定

ファンクションキーのカスタマイズ
タッチホイールのカスタマイズ
マッピング画面切り替えを使う
特定のアプリケーションソフトウェア
に対する設定
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ファンクションキーのカスタマイズ
ファンクションキーをカスタマイズするには、「ファンクションキー」タブを選択します。各キーは、
マッピング画面切り替え、修飾キー、キーストロークなどの機能をカスタマイズすることができます。
「ファンクションキー」タブを選択すると、現在設定されている各ファンクションキーの機能が表示され
ます。

重要：ソフトウェアによっては、ファンクションキーの機能が無効になったり、制限される場合が
あります。詳細については、タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフト
ウェアを使うをご覧ください。 

各キーを押した場合に実行される機能をプ
ルダウンメニューから選択します。
ファンクションキーは、特定のソフトウェ
アごとに設定することができます。設定に
ついては、特定のアプリケーションソフト
ウェアに対する使用をご覧ください。
さらに知りたいときは、ファンクション
キーを使うをご覧ください。
補足：small サイズのタブレット（PTH-

450、PTK-450）では、ファンク
ションキーは６個です。

上の画面は、右利きの場合を例にしています。

エクスプレスビューを表示を無効または有効
にします。
無効にした場合、ファンクションキーの上に
指を載せても設定内容は画面表示されません
（有効にした場合は表示されます）。
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タッチホイールのカスタマイズ
タッチホイールをカスタマイズするには、「タッチホイール」タブを選択します。ズーム、スクロール、
あるいはカスタマイズ可能なキーストローク機能を実行するように、タッチホイール機能を変更すること
ができます。

重要：ソフトウェアによっては、タッチホイール機能が無効になったり、制限される場合がありま
す。詳細については、 タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを
使うをご覧ください。

ヒント：• タッチホイールに他の操作を設定するには、「キーストローク」オプションを選択し、キーストローク
機能を定義します。ソフトウェアによるキーストロークショートカットのサポートについては、ソフ
トウェアに付属する取扱説明書をご覧ください。

• 「スキップ」を選択すると、切り替えの順番からスキップされるようにタッチホイールの切り替えボタ
ンを設定できます。

• Adobe Photoshop CS3以降で、ポインタの位置する画像をズームするには、「Photoshop」メ
ニュー→「環境設定」→「一般」を選択します。続いて「スクロールホイールでズーム」オプション
をチェックして、「OK」をクリックします。

• タッチホイールのステータスランプと操作エリアマーカーの明るさを調節する場合は、コントロール
パネル最下部の「オプション」ボタンをクリックします。「オプション」ダイアログボックスで、必要
に応じて「明るさの調整」の設定を変更してください。

タッチホイールで実行する機能を選択しま
す。カスタマイズ可能な4つの機能を切り
替えることができます。
これによって、ズーム速度やスクロール速
度、キーストローク情報をソフトウェアに
送る速度を調整できます。
タッチホイール機能は、ソフトウェアごと
に設定できます。
詳細についてはタッチホイールを使うをご
覧ください。

タッチホイール設定の一欄表示を有効また
は無効にします。
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タブレットを画面にマッピングする

「マッピング」タブを選択して、タブレット操作エリアでの入力デバイスの動作とディスプレイ画面での
ポインタの動作の関係を設定します。
標準設定では、タブレットの操作エリア全体がディスプレイ全体にマッピングされます。複数のディスプ
レイを使用中の場合、タブレットはすべてのディスプレイにマッピングされます。マルチディスプレイへ
のマッピングをご覧ください。

「タブレットの向き」はタブレットごとに
設定され、この設定は、すべての入力デバ
イスとソフトウェアに適用されます。
タブレットの向きを設定するをご覧くださ
い。
選択する「座標検出モード」により、画面
のポインタの動き方が異なります。
• 「ペンモード」では、ポインタの動作が
タブレット上のペン先の位置に対応す
るよう設定されます。これによって、
タブレット上にペンを置くと、ポイン
タが、画面上の対応するポイントまで
ジャンプします。これは絶対座標で、
ペンの標準設定です。

• 「マウスモード」では、通常のマウスの
ように、動いた方向と距離に応じてポ
インタが移動します。

表示エリアをご覧ください。
タブレット操作エリアをご覧ください。

「縦横比を保持」のチェックをはずした場合、正確な縮尺、比率は保持されません。選択し
たタブレットの操作エリアが、選択した画面の表示エリアに割り当てられます。  タブレッ
トで円を描いてもディスプレイ画面では楕円になることがあります。全ての入力デバイスに
ついての標準設定です。
「縦横比を保持」にチェックを入れると、正確な縦横比が保持されます。  タブレットで円を
描くとディスプレイ画面でも円が描かれます。設定によりますが、このオプションが選択さ
れている場合、タブレットの操作エリアで利用できない領域があります。

画像はすぐに更新され、選択したマッ
ピングの関係が表示されます。
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Intuos5でオプションのマウスを使用する場合、マッピングタブの表示画面で設定を行います。

補足：画面のラジアルメニューを使用して、ペンモードとマウスモードを切り替えることもできます。
ペンモードとマウスモードをよく切り替える場合は、ペン、マウスまたはタブレットのボタンに
「ペン⇔マウスモード」機能を割り当てることもできます。

「マウス操作」オプションは、マウスのみに適
用されます。
• 「タブレットの向きに従う」を選択すると、
タブレットの上部へマウスを移動させると、
ポインタも画面の上へ移動します。この
モードでは、タブレットの操作エリアすべ
てがマウス操作の領域になります。

• 「マウスの動きに従う」を選択すると、マウ
スの向きに対し上へ移動させると、ポイン
タも画面の上に移動します。このモードで
は、操作エリアの一部分でマウスを操作で
きます。これは、Intuos5シリーズの標準
設定です。

ポインタの加速を設定します。
ポインタの速度を設定します。
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表示エリア

お使いのタブレットがディスプレイ画面のどの部分にマッピングされるかを定義するには、コントロール
パネルの「マッピング」タブで「表示エリア」オプションを選択します。

最大 複数のディスプレイ全体を1つの大きな画面とします。標準設定です。詳細
についてはマルチディスプレイへのマッピングをご覧ください。

一部領域 ... 表示されるダイアログボックスから、表示画面の一部分を定義する方法を選択
してください。

モニタ（数字） 1つ選んだディスプレイの領域全体に割り当てられます。複数のディスプレイ
がシステムに接続されている場合、検出されるそれぞれのディスプレイにオプ
ションを適用できます（たとえば、2つのモニタが接続されている場合、モニ
タ1、モニタ2でそれぞれオプション設定ができます）。

• 前面の四角形の角をドラッグして、
表示エリアを選択します。

• 「開始」ボタンを選択し、画面のポ
インタを動かして表示エリアを選
択します。 画面の「メッセージ」
に従って設定してください。

• 画面表示エリアの上、下、左、右
の境界に対してピクセルの値を入
力する方法です。値は、画面の上
の左隅から測定されます。メッ
セージに従って確認してください。

画面の一部分を定義したあと、表示エ
リアのその他の領域にアクセスするに
は、違う入力デバイスを使用してくだ
さい。



60

60
目次 索引

目次 索引

タブレット操作エリア

ディスプレイ画面に割り当てられるタブレット上の操作領域を定義するには、「マッピング」タブの「タ
ブレット操作エリア」オプションを選択します。

最大 タブレットの操作エリア全体を画面の表示部に割り当てます。標準設定です。
一部領域 ... 表示されるダイアログボックスから、操作面の一部分を定義する方法を選択し

てください。

• 前面の四角形の角をドラッグして、選
択した表示エリアに割り当てるタブ
レット操作エリアを設定します。

• 「開始」ボタンを選択し、入力デバイ
スを使ってタブレット操作エリアを選
択します。 画面の「メッセージ」に
従って設定してください。

• タブレット操作エリアの上、下、左、
右の境界に数値を入力する方法です。
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ボタン機能 
作業スタイルに合わせて Intuos5シリーズをカスタマイズできます。サイドスイッチ、ファンクション
キー、タッチホイール、またはラジアルメニューの設定に割り当てられたボタン機能を、コントロールパ
ネルから簡単に変更することができます。機種により、割り当てることのできる機能は異なる場合があり
ます。スイッチやキー、あるいは機種により利用できない機能もありますのでご注意ください。

機能 説明
クリック
• クリック ペン先の標準設定です。ポインタの操作やクリックが行えるように、

必ずボタンの１つに設定してください。
• 右ボタンクリック 右ボタンクリックを行います。クリックすると、コンテキストメ

ニューが表示されます。
• 中ボタンクリック 中ボタンクリックを行います。

• ダブルクリック ダブルクリックを行います。ペン先で2度たたく代わりにこの機能を
使用すると、ダブルクリック操作が簡単になります。

• クリックロック デバイスボタンを1 回押すと、マウスの左ボタンを押してそのまま押
し続けている状態になります。もう一度押すと、左ボタンから指を放
すことに相当します。クリックロックは、オブジェクトをドラッグし
たり、テキストブロックを選択したりする場合に便利です。

• 第4ボタンクリック マウスの第4ボタンクリック（戻る）に相当します。

• 第5ボタンクリック マウスの第5ボタンクリック（進む）に相当します。
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機能 説明
キーストローク ... キーストロークを実行することができます。  このオプションを選択す

ると、「キーストロークを登録」ダイアログボックスが開きます。
手動で、1つのキーストロークまたはキーストロークの組み合わせを
「キー」ボックスに入力することができます。  
キーストロークには、文字キー、テンキー、「F3」のようなファンク
ションキー、修飾キー（Windows では「Shift」、「Alt」、「Ctrl」、
Macでは「shift」、「option」、「command」、「control」キー）を組
み合わせることができます。
「特殊キー」メニューから、特別なキーストローク、またはキースト
ロークの組み合わせを選択します。
キーストロークの組み合わせを入力したら、「OK」をクリックします。
重要：「Enter」キー（Windows）および「return」キー

（Mac）は、 「キーストロークを登録」ダイアログボッ
クスの「OK」を選択するのに使用しないでください。
必ず入力デバイスを使用して「OK」をクリックしてく
ださい。

キーストローク定義に名前を入力します。  名前は、それぞれのコント
ロールまたはラジアルメニューに表示されます。
キーストローク機能は、ソフトウェアごとに設定できます。詳細につ
いては特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定 をご覧くだ
さい。

各ソフトウェアがどのキーストロークショートカットに対応している
かについては、そのソフトウェアに付属の取扱説明書をご覧ください。

キーストローク入力ボックスを
全てクリアします。

キーストローク入力ボックスに入力
した最新の内容のみ削除します。

タッチホイールまたはマウスホイー
ルにキーストロークを割り当てる場
合、ダイアログボックスには2つ
の「キー」入力ボックスが表示され
ます。
上記で述べたように、タッチホイー
ル上での時計回りおよび反時計回り
の回転動作やマウスホイールの奥と
手前への回転動作にキーストローク
機能を割り当てます。

割り当てた一組のキーストロークに
名前を入力して、「OK」をクリック
します。
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機能 説明
修飾キー ... 修飾キー（Windows の「Shift」、「Alt」、「Ctrl」キーや、Macの

「shift」、「option」、「command」、「control」キーなど）を割り当
てることができます。多くのソフトウェアでは、修飾キーを使用して
オブジェクトの大きさや位置を限定します。  

ラジアルメニュー 画面上にラジアルメニューを表示します。ラジアルメニューの各階層
メニューは、 ８つの項目から構成され、オプション機能を設定できま
す。

戻る ブラウザの「戻る」コマンドに相当します。
進む ブラウザの「進む」コマンドに相当します。
スクロール /移動 ... ペン入力のみのオプションです。文書または画像をウィンドウ内で自

由に移動させることができます。「スクロール /移動 ...」に設定された
サイドスイッチを押して、タブレットの操作エリアでペン先をドラッ
グします。

キーオプションをチェックして選択します
（複数可）。

「クリック」オプションのどれかをチェック
すると、対応するマウスボタンを押すことと
同じ働きをします。

「スクロール /移動 ...」を選択する
と、手のひらツール（ピクセルレベ
ル）でのパン機能をサポートしてい
ないソフトウェアでのスクロール速
度を設定することができます。
設定を遅くするとスクロール速度が
下がることから、画像の正確な制御
が必要な細かい作業がやりやすくな
ります。

タブレット上でペン先を動かすと、画
面上の文書や画像が移動します。
移動を終了する場合は、サイドスイッ
チから指を離す、またはタブレットか
らペン先を離してください。



64

64
目次 索引

目次 索引

機能 説明
オートスクロール／ズーム この機能をタッチホイールに設定すると、ほとんどのグラフィックソ

フトウェアではズーム操作が、他のソフトウェアではスクロール操作
が行われるようになります。

スクロール タッチホイールにスクロール動作を設定します。
ズーム タッチホイールにズーム動作を設定します。
デスクトップの表示 開いているウィンドウをすべて最小化して、デスクトップを表示します。
タスク切り替え 「タスク切り替え」ダイアログボックスが表示され、起動中のソフト

ウェアから前面に表示させたいソフトウェアを選択できます。Aero を
搭載したWindows 7 およびWindows Vista のシステムでは、フ
リップ3Dが起動して、前面に表示させたいソフトウェアを選択でき
ます。

開く / 起動 ... ダイアログボックスを開いて、起動する特定のソフトウェア、ファイ
ル、またはスクリプトを選択できます。

タッチ機能 on/off 切り替え Intuos5 touch タブレットでのみ利用できます。「タッチ機能 on/off
切り替え」は、ペンで作業中にペンモードのみを使いたい場合に便利
です。
「タッチ機能 on/off 切り替え」を割り当てたファンクションキーを押
すことによって、一時的にタッチ入力を無効にします。タッチを有効
にするには、再度このファンクションキーを押します。ファンクショ
ンキーのカスタマイズをご覧ください。 

Ink 文字認識ON/OFF (Mac のみ ) Ink の「手書き認識」機能をオンとオフに切り替えます。
Ink は筆跡を認識して、テキストに変換し、ドキュメントに挿入しま
す。この機能を使用するには、Ink をオンにする必要があります。Ink
の使い方については、Macのヘルプをご覧ください。

Exposè (Mac のみ ) 画面に開いているウィンドウをタイル表示します。ダイ
アログボックスで「キーストローク ....」→「特殊キー」メニューと選
択して、このオプションを表示します。

筆圧一定 ボタンを押している間、筆圧を現在の筆圧レベルに保ちます。  
たとえば筆圧感度を使って描画をし、筆の太さが希望のレベルになっ
たところでボタンを押すと、ボタンを離すまでは同じ太さで描画でき
ます。

「参照 ...」ボタンをクリックして、起
動するソフトウェア、ファイル、また
はスクリプトを選択します。「名前」
ボックスに、選択したソフトウェアが
表示されます。その選択でよければ
「OK」をクリックします。

ダイアログボックスが閉じ、選択した「開く / 起動 ...」オプションがデバイ
スボタンオプションとして割り当てられます。  次回デバイスボタンを押すだ
けで、割り当てられたオプションが起動します。
ラジアルメニューを選んだ場合、その場所に表示されるようになります。
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機能 説明
プレシジョンモード ペン先位置周辺のマッピングの比率を変更し、一定の距離ポインタを

動かすには、ペンをそれより長い距離動かさなければならないよう設
定します。この機能は、ペンまたはブラシで正確な軌跡を書きたい場
合に役立ちます。

マッピング画面切り替え マルチディスプレイシステムで使用します。この機能の割り当てられ
たファンクションキーを押すと、マッピングとポインタを現在のディ
スプレイから別のディスプレイへ切り替えることができます。マッピ
ング画面切り替えを使うをご覧ください

ペン⇔マウスモード .... ペンモードとマウスモードを切り替えます。初めてこの機能をデバイ
スボタンに設定すると、「マウスモード」ダイアログボックスが表示さ
れ、マウスの加速とスピードを調節できます。

マウスモードは、コントロールパネルの多くのダイアログからアクセ
スして設定できます。「ポインタの加速」と「ポインタの速度」は、カ
スタマイズ中の入力デバイスとソフトウェアにつき、1つしか設定で
きません。
「ポインタの加速」と「ポインタの速度」の設定は、通常のマウスの設
定から独立しています。コントロールパネル内で設定を変更しても、
システム側の同内容の設定に影響しません。しかし、システム側で同
内容の項目の設定を変更すると、お使いのタブレット設定に影響する
場合があります。

この機能をデバイスボタンに割り当てる
と、プレシジョン設定を調節できるよう
になります。
機能を有効にするには：
• ずっと使う場合、機能を割り当てた
デバイスボタンを押すと、「プレシ
ジョンモード」に切り替わります。
再度同じデバイスボタンを押すと、
通常のマッピングに戻ります。

• そのときだけ使う場合、機能を割り
当てたデバイスボタンを押し続けま
す。デバイスボタンを離すと、通常
のマッピングに戻ります。

ペンやマウスがマウスモードの場合、ポ
インタの動作について、加速は「OFF」、
速度は「遅い」で動作するように調整さ
れます。

マウスモードの場合は、ポインタ
の速度を設定します。

マウスモードの場合は、ポインタ
の加速を設定します。
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機能 説明
消しゴム 「消しゴム」機能に対応しているソフトウェアでは、このボタンを押し

たときにペン先が消しゴムの役割をします。  消しゴムをご覧ください。
設定内容の表示 ファンクションキー、タッチホイール、ペン、およびタッチのインタ

ラクティブな（コントロールパネルとリンクする）設定一覧を画面に
表示します。現在割り当てられている機能が表示されます。

「設定内容の表示」のファンクションキーやタッチホイール、ペン、
タッチの各項目をクリックすると、対応するコントロールパネルのタ
ブが開きます。続いて必要な設定変更を行います。
この機能が割り当てられているファンクションキーやその他のデバイ
スボタンを再度押すか、または画面の各項目以外の領域のどこかをク
リックすると、「設定内容の表示」が閉じます。
お使いの機種によっては表示や設定の一部が異なる場合があります。
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機能 説明
タブレットPC
• Tablet PC 入力パネル Tablet PC 入力パネルをサポートするWindows 7およびWindows 

Vista で利用可能なオプションです。この機能が割り当てられたデバ
イスボタンを押すと、Tablet PC 入力パネルが開きます。

• Windows Journal Windows Journal を含むWindows 7 、Windows Vista で利用可
能なオプションです。Windows Journal が開きます。

• Tablet PC の設定に従う Tablet PC 入力パネルをサポートするWindows 7およびWindows 
Vista で利用可能なオプションです。
以下のダイアログの設定に従い、ボタン機能を設定します。
•「Tablet PC 設定」と「ペンと入力デバイス」コントロールパネル

無効 すべてのボタン機能を無効にします。
アプリケーションの設定に
従う

ソフトウェアにボタンの数の情報を送ります。この機能は、CADプロ
グラムのように、タブレットのサポートが組み込まれたソフトウェア
で働きます。
また、高度な統合ソフトウェアによっては、ファンクションキーと
タッチホイールを直接コントロールすることができるようになります。

スキップ タッチホイールでのみ選択可能。タッチホイールの機能切り替え時に
スキップさせる（順番を飛ばす）機能を選ぶことができます。

標準設定 ボタンを標準設定に戻します。
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ラジアルメニューの使い方と設定
ラジアルメニューは円形のポップアップメニューです。ラジアルメニューをカスタマイズすると、編集、
ナビゲーション、メディア操作などが簡単に行えるようになります。
• デバイスボタンまたはファンクションキーに「ラジアル
メニュー」を設定します。デバイスボタンを押すと、ラ
ジアルメニューがポインタの位置を中心として表示され
ます。

• Intuos5 touch の場合：機能を割り当てられたジェス
チャーを使ってラジアルメニューを開くこともできま
す。

• 階層構造を持つラジアルメニューが円形で表示されま
す。メニューの各レベルを構成する8つの項目に含ま
れる、様々な機能やオプションが選択可能です。

• クリックでどれかのオプションを選択します。オプショ
ンによっては、選択するとサブメニューが表示され、利
用可能なオプションをさらに選ぶことができます。

• ラジアルメニューからオプション機能を選択すると、メ
ニューは終了します。
機能を選択せずに終了する場合、ラジアルメニュー中央
の「X」ボタンをクリックするか、またはオプション機
能が割り当てられていない空の項目をクリックしてくだ
さい。再びメニューを表示するときは、「ラジアルメ
ニュー」が割り当てられたボタンを押します。

• ラジアルメニューを開いたままで選択するには、ラジア
ルメニューを呼び出すデバイスボタンを押し続けます。

コントロールパネルの「ラジアルメニュー」タブで、ラジアルメニューに割り当てるオプション機能を
設定します。

現在、表示されているメニュー
を標準設定に戻します。

1. 扇形（メニュー項目）を１つ選
択します。

2. 任意の「機能」を割り当てま
す。必要に応じて「表示名」を
変更してください。

3. メニューまたはサブメニューを
選択し、さらに細かくカスタマ
イズします。

ヒント：• 「機能」メニューで「サ
ブメニュー」を選択し、
任意のサブメニューを
設定、追加できます。

• 「Enter　(Return)」
キーを押すと、複数行
の「LABEL」テキスト
を追加できます。

メインメニュー

サブメニュー
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マッピング画面切り替えを使う
マルチディスプレイ環境では、「マッピング画面切り替え」を利用することができます。この機能を使う
と、タブレット1台をディスプレイ全体に、あるいはディスプレイ1つずつに割り当てを切り替えなが
ら作業を行うことができます。マルチディスプレイへのマッピングをご覧ください。
ファンクションキーまたはサイドスイッチを「マッピング画面切り替え」に設定すると、デバイスボタン
を押すことで、基本マッピング（「マッピング」タブの設定）とその他のディスプレイマッピングを順番
に切り替えることができます。

1. マルチディスプレイの表示領域全体が拡張モー
ドに設定されていて、Intuos5シリーズの操作
エリアに割り当てられています。

2.「マッピング画面切り替え」が割り当てられたデ
バイスボタンを押すと、タブレットのマッピン
グを次のディスプレイに順番に切り替えていき
ます。 
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Intuos5シリーズがマルチディスプレイ環境に接続されている場合、コントロールパネルには「マッピン
グ画面切り替え」タブが表示されます。このタブで、ディスプレイを切り替える順番を設定します。
標準設定では、すべてのディスプ
レイが順番に選択されます。 ディス
プレイのチェックをはずすと、そ
のディスプレイは切り替えの対象
ではなくなります。
• 基本マッピングは、「マッピン
グ」タブで定義されたタブレッ
トとディスプレイのマッピング
です。標準設定では、特定の
ディスプレイを主要ディスプレ
イとして定義していない限り、
これにはすべてのディスプレイ
が含まれます。

• 次のディスプレイに切り替える
と、有効な操作エリアが該当す
るディスプレイに割り当てられ
ます（ペンモードの場合のみ）。

• 選択された最後のディスプレイ
まで切り替えた後、もう1度
切り替えると、基本マッピング
（現在のマッピング設定）に戻
ります。

次の動作のいずれかを行うと、切り替えの順番は基本マッピングに戻ります。
• 筆圧をサポートするグラフィックソフトを起動したとき
• システムをログアウトするか、再起動したとき 
• ユーザを切り替えたとき（ファーストユーザスイッチ） 
• システムをスリープモードにしたとき 
• 「マッピング」または「マッピング画面切り替え」の設定を変更したとき
• システム上のディスプレイの解像度または数を変更したとき
• 「ペン⇔マウスモード」機能を使用したとき 
• ラジアルメニューから「ペンモード」または「マウスモード」を選択したとき

ヒント：「ディスプレイ全体」オプションを含めずに、ディスプレイ間を切り替えるには、「マッピング画面切り替
え」タブ上の１番目のディスプレイを無効にします。次に、「マッピング」タブで１番目のディスプレイに
対して現在の「表示エリア」を設定します。

重要：「マッピング画面切り替え」で特定のアプリケーションに対
する設定を使用している場合、「アプリケーション」リスト
（「その他すべて」も含む）上のカスタマイズ済みのアプリ
ケーション（ソフトウェア）に「マッピング画面切り替え」
が割り当てられたデバイスボタンがあるかを確認してくださ
い。特定のアプリケーションに対する設定を作成する前に、
ファンクションキーに「マッピング画面切り替え」を割り当
てることをお勧めします。
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特定のアプリケーションソフトウェアに対する設定
使用する入力デバイスは、特定のソフトウェア向けにカスタマイズできます。たとえば、あるソフトウェ
アでは、ペン先の筆圧を硬めに設定して、他のソフトウェアでは柔らかく設定できます。「アプリケー
ション」リストに対象のソフトウェアを追加し、追加したソフトウェアに対して入力デバイスの設定を行
います。
• ソフトウェアごとの設定を行わず入力デバイスを「入力デバイス」リストから選択した場合、「アプリ
ケーション」リストに「すべて」アイコンが表示されます。「すべて」アイコンは、選択中の入力デバ
イスで操作するソフトウェアすべてを表示します。下の例では、入力デバイス「グリップペン」に
「特定のソフトウェアに対する設定」が追加されていません。「グリップペン」で操作されるすべての
ソフトウェア内では、「グリップペン」の設定は共通です。

• 特定のソフトウェアに対する設定が追加されると、「すべて」アイコンは「その他すべて」アイコンに
変わり、追加されたソフトウェアのアイコンが表示されます。

上記の例では、特定のソフトウェアに対する設定が、「グリップペン」に追加されています。「その他
すべて」アイコンを選択して「グリップペン」の設定を変更する場合、その変更は、「アプリケーショ
ン」リストに追加したソフトウェア以外のすべてのソフトウェアで適用されます。ソフトウェアのア
イコンを選択して「グリップペン」の設定を変更する場合は、そのソフトウェアを使用する間のみ設
定が適用されます。

特定のソフトウェアに対する設定を作成すると、選択した入力デバイスとソフトウェアに対して個別のグ
ループが作成されます。詳細については次のセクションをご覧ください。

特定のソフトウェアに対する設定を作成する
特定のソフトウェアに対する設定を変更する
特定のソフトウェアに対する設定を削除する

ヒント：画面の最前面にあるソフトウェアに対して、ファンクションキー、タッチホイール、あるいはペ
ンの設定を確認するには、ファンクションキーの1つに「設定内容の表示」を設定してそのキー
を押すと確認できます。
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特定のソフトウェアに対する設定を作成する
初めに、特定のソフトウェア向けの設定を作成する「タブレット」と「入力デバイス」を選択します。

ソフトウェアを追加したあと、各入力デバイスを「入力デバイス」リストから選択すると、追加したソフ
トウェアのアイコンが「アプリケーション」リストに表示されます。追加したソフトウェアを選択して、
次に入力デバイスと追加したソフトウェアに対してタブの設定をカスタマイズします。
特定のソフトウェアに対する設定を作成すると、この方法でカスタマイズされなかったソフトウェアには
「その他すべて」の入力デバイスの設定が適用されます。
ヒント：任意のソフトウェアに対して設定を作成してみてください。それにより使いやすさを感じたら、

さらに別のソフトウェア向けにも設定をしてみてください。

ソフトウェアを選択する方法を次の2つのうちいずれかから選び
ます。
• 「開いているアプリケーション」ボックスから、設定を作成す
るソフトウェアを選択します。

• 「参照」を選択して、コンピュータにインストールされている
ソフトウェアの実行ファイルを選択します。

選択したソフトウェアの名称が表示されます。
「OK」をクリックして、終了します。
補足：２つのソフトウェアが同じ実行ファイル名をもつ場合、２つ

のソフトウェアはカスタマイズされた設定を共有します。

「アプリケーション」リストの
[＋ ] ボタンをクリックします。
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特定のソフトウェアに対する設定を変更する
指定のソフトウェアに対して入力デバイスの設定を変更する場合は、入力デバイスとソフトウェアを選択
します。続いてタブの設定をカスタマイズします。

特定のソフトウェアに対する設定を削除する
特定のソフトウェアに対する設定を削除するには、
1.「入力デバイス」リストから、設定を削除したい入力デバイスを選択します。次に「アプリケーショ
ン」リストから、リストから削除するソフトウェアを選択します。

2.「アプリケーション」リストで、[ － ] ボタンをクリックします。表示されるダイアログボックスから
「削除」をクリックして、選択を確認します。ソフトウェアは、入力デバイスの設定とともにリストか
ら削除されます。

ヒント：１つの入力デバイスから特定のソフトウェアに対する設定をすべて削除するには、「入力デバイ
ス」リストから入力デバイスを削除します。
次に入力デバイスをタブレットの上に戻すと、入力デバイスは、標準設定の状態で「入力デバイ
ス」リストに追加されます。この方法は、カスタマイズされた「ファンクション」および「タッ
チパネル」の設定を削除する場合は利用できません。
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複数の入力デバイスでの作業
コントロールパネルは、タブレットおよび入力デバイスのカスタマイズと管理に役立つように設計されて
います。コントロールパネルを開く際に使用した入力デバイスが自動的に選択され、その入力デバイスに
適したタブが表示されます。

「入力デバイス」リストに入力デバイスを追加するには、Intuos5シリーズ上で追加する入力デバイスを
使用してください。
• 「入力デバイス」リストに追加された入力デバイスを選択する場合、その入力デバイスの適切な設定が
タブに表示されます。変更された設定は、入力デバイスに適用され、直ちに実行されます。
同じ入力デバイスが過去に追加されていた場合、新しい入力デバイスは古い入力デバイスの設定を引
き継ぎます。設定は、新規に追加された入力デバイスに合わせてカスタマイズすることができます。

• 同一の入力デバイスには同一の設定が適用されます。
選択した入力デバイスを「入力デバイス」リストから削除するには、「入力デバイス」リストの [－ ] ボタ
ンをクリックします。表示されるダイアログボックスから、「削除」をクリックして、選択を確認します。
選択した入力デバイスは、その入力デバイス向けに作成した設定とともにリストから削除されます。（削
除した入力デバイスをタブレットの上に戻すと、「入力デバイス」リストに再び追加されます。）

入力デバイスを選択して設定を変更し
ます。

選択した入力デバ
イスを削除します。
リストに項目が１
つしかない場合、
ボタンは働きませ
ん。
「ファンクション」
および「タッチパ
ネル」アイコンは
削除できません。

「入力デバイス」リストに
は、タブレットの「ファン
クション」アイコンとタブ
レット上で使用された入力
デバイスが表示されます。
タッチ入力が可能なタブ
レットの場合は「タッチパ
ネル」アイコンが利用でき
ます。タッチのカスタマイ
ズをご覧ください。

特定のアプリケーション
（ソフトウェア）に対する
設定が追加されていない場
合、「すべて」アイコンが
表示され、入力デバイスに
対する設定はすべてのソフ
トウェアに適用されます。
タブの設定は、選択した入力デバイスとアプリケーション（ソフトウェア）に対
してのみ適用されます。
ヒント：入力デバイスのアイコンをダブルクリックし、新しい名前を入力するこ

とで、入力デバイス名を変更できます。「ファンクション」アイコンの
名前は変更できません。
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タブレットモードの変更
Intuos5シリーズは、ほとんどのソフトウェアで最適なパフォーマンスでお使いいただけます。ただし、
手書き認識ソフトの中には、一般的なソフトウェアよりも高いデータ転送速度を必要とするものがありま
すので、お使いの環境によってはコンピュータのパフォーマンスが低下する場合があります。
ご使用の手書き認識ソフトウェアの動作が十分ではない場合、タブレットのモードを標準から認識モード
に変更してください。
コントロールパネルの「タブレット」リストから、タブレットのアイコンをダブルクリックします。「タ
ブレットモード」設定は、すべての入力デバイスとソフトウェアに適用されます。

グラフィックソフトウェアでは「標準モード」をおすすめしま
す。
「文字認識」では、データ転送速度が最大になります。一部の手
書き認識ソフトはこの設定でお使いください。

必要に応じて、タブレットアイコンの名前を変更することもでき
ます。
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オプション設定
「オプション」ダイアログボックスを表示するには、コントロールパネルで「オプション」ボタンを押し
ます。
「サイドスイッチエキスパート
モード」を変更して、右クリッ
クなどのクリック機能を実行す
る場合の方法を変えることがで
きます。
• 「浮かした状態でのクリッ
ク」を選択した場合：ペン
をタブレット面から少し浮
かせた状態でサイドスイッ
チをクリックします。タブ
レットPC以外の標準設定
です。 浮かした状態でのクリック

ペン先とともにクリック

• 「利き手の設定」では、マウスを右手、または左手で使えるように、ボタンの向きを変更します。
• 「明るさの調整」で、タッチホイールのすべてのステータスランプおよび操作エリアマーカー（ランプ）の明る
さを設定します。

• サポートする筆圧レベルが1024レベルまでのグラフィックソフトを使用する場合は、「筆圧レベルの互換性」
チェックボックスを必ず選択してください。これを選択しないでソフトウェアを使用すると、ペンの感度が高
くなり過ぎてしまいます。

• 「ペン先とともにクリック」
を選択した場合：正確なク
リック位置を決めることが
可能です。クリック操作を
行うには、サイドスイッチ
を押しながら、ペン先をタ
ブレット表面にタッチしま
す。



77

77

目次 索引

目次 索引

Intuos5 シリーズをワイヤレスで使う
Intuos5シリーズは、ワイヤレスキットを使うことにより、ワイヤレスでのご使用が可能になります。
「製品に関する重要なお知らせ」をご覧ください。
ワイヤレスキットの構成
ワイヤレスキットの取り付け
電池および電源管理
電池寿命について
電池を交換する
ワイヤレスモジュールを取り外す
ワイヤレスレシーバーの保管

ワイヤレスキットの構成
ワイヤレスキットの構成は以下の通りです：

ワイヤレスキットの接続のしかたは、ワイヤレスキットの取り付けをご覧ください。

充電式リチウムイオン電池
タブレット内部にセットします。

警告
製品安全上のご注意についてはワイヤレスキット
の「製品に関する重要なお知らせ」をご覧くださ
い。

充電ステータスランプ

電源ボタン

ワイヤレスモジュール
Intuos5タブレット本体に接続
するプラグです。

ワイヤレスレシーバー 
コンピュータのUSBポートに接続しま
す。 
使用しないときはタブレット内部に収納で
きます。ワイヤレスレシーバーの保管をご
覧ください。 

補足：ワイヤレスモジュールとワイヤレスレシーバーは、セットになった状態で販売されます。なくしたり破損し
た場合には、新しいワイヤレスキットをご購入ください。充電式リチウムイオン電池は単体でご購入いただ
けます。
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ワイヤレスキットの取り付け
ワイヤレス通信のために、以下の作業を行います。 
1. タブレットからUSB接続ケーブルを取り外します。 
2. タブレットを裏返し、ワイヤレスキットカバーを取り外します。カバーをス
ライドさせタブレットから取り外します（図Ａ）。
mediumサイズのタブレット (PTH-650、PTK-650) および large サイズ
のタブレット (PTH-850) をお使いの場合は、２箇所のカバーを取り外しま
す。１箇所はワイヤレスモジュール用、もう１箇所は充電式リチウムイオン
電池用です。
small サイズのタブレット (PTH-450、PTK-450) では、このカバーは2
つに分かれていません。

3. ワイヤレスキットを取り付けます。 

4. コンピュータを起動します。 
システムが完全に起動したら、ワイヤレス通信を確立してください。
ワイヤレス通信の確立
ワイヤレス通信を最適化する

A

• 充電式リチウムイオン電池をセットします。
タブレット側と電池側の端子部を合わせ（図
Ｂ）、矢印の方向にゆっくりと押し込みます。 
電池を交換するもご覧ください。

• ワイヤレスモジュールを取り付けます。保護
カバーを取り外し（図Ｃ）、ワイヤレスモ
ジュールをスライドさせて挿入し、コネクタ
部分が完全に収まるまで確実に押し込んでく
ださい（図Ｄ）。
重要：保護カバーは大切に保管しておい

てください。ワイヤレスモジュー
ルを取り外した場合に、保護カ
バーが必要になります。ワイヤレ
スモジュールを取り外すをご覧く
ださい。

• ワイヤレスキットカバーを元通りに取り付け
ます。 
位置を揃えて所定の位置にスライドさせます
(図Ｅ)。 

• お使いのコンピュータの有効なUSBポート
に、ワイヤレスレシーバーを接続します (図
Ｆ)。

B

C D

E F
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ワイヤレス通信の確立
タブレットとコンピュータ間をワイヤレス通信で接続します。 
1. 電池を完全に充電します。電池の充電をご覧ください。ランプが緑色に点灯し電池がフル充電になって
いれば、USB接続ケーブルを取り外しワイヤレスでお使いいただけます。

2. 起動しているコンピュータにレシーバーが挿してある状態で、ワイヤレスモジュールの電源ボタンを
押します。数秒以内にワイヤレス通信が確立されます。確立されない場合は、ワイヤレスモジュール
の電源が切れます。その場合はワイヤレス通信の問題をご覧ください。 

3. タブレット上でペンを使用して画面のポインタを動かし、接続を確認してください。電池およびワイ
ヤレス通信の状態もご覧ください。

Intuos5シリーズはワイヤレス接続またはUSB接続のどちらかで操作できますが、同時に両方を使うこ
とはできません。
• ワイヤレス接続は、Intuos5シリーズがワイヤレス操作用に正しく設定され、USB接続ケーブルが本
体から外されている場合に有効となります。USB接続ケーブルが本体から外されると、タブレットは
自動で検索を開始し数秒以内にワイヤレスレシーバーに接続します。レシーバーが見つからない場合
はスリープモードになります。

• USB接続ケーブルを接続すると、自動的にワイヤレス接続からUSB接続に切り替わり充電が開始され
ます。

補足：ペアリングを行う必要はありません。ワイヤレスモジュールとワイヤレスレシーバーは、工場出荷
時にペアリングされており、ペアでひとつのセットとして機能します。
Intuos5シリーズはお使いのコンピュータから約10メートルの範囲でワイヤレス操作できます。
Intuos5シリーズをワイヤレスレシーバーの近くに置く必要はありません。ワイヤレスモジュール
は無線周波数の技術を使用しています。この無線波は机のような金属以外の物体を通過することが
できます。
お使いのコンピュータに接続された他のデバイス（オーディオなど）、あるいは電波の通り道やそ
の近くに置かれた金属類は、タブレットの動作不良や通信障害を引きおこす可能性があります。も
し、通信がうまくいかない場合は、ワイヤレス通信を最適化するをご覧ください。
コンピュータを起動した場合にはオペレーティングシステムの起動が完了するまで待ち、ワイヤレ
スモジュールの電源ボタンを入れて（最初にスイッチが入っていない場合）ワイヤレス操作を始め
てください。

重要：ワイヤレスデバイスの使用は、国によって規制が設けられています。ワイヤレス操作に設定
した Intuos5シリーズを持って旅行する場合には、渡航先の国で製品に適用される制限に
ついて、必ず関係規制当局にご確認ください。

充電ステータスランプ
• USB接続ケーブルが接続され、
電池が充電中のときはオレンジ
色です。 

• USB接続ケーブルが接続され、
電池がフル充電状態のときは緑
色です。 

• ワイヤレスでタブレットを使用
しているときは消灯しています。

電源ボタン
• 通信を開始するときあるい
はスリープモードから復帰
する場合に押します。 

• 電源を切るときに押します。
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警告
ワイヤレス信号を使用する製品は、民間飛行機の機器を妨害することがあり、規則により、飛行機
内すべてのワイヤレスデバイスの電源を切るよう要求されます。機内に持ち込む場合、Intuos5
シリーズの電源スイッチをオフにするかモジュールを取り外し（ステータスランプは消灯します）、
ワイヤレス信号がオフの状態にしてください。特に離発着、飛行時には決して電源スイッチをオン
にしないでください。

警告
極めて高い信頼性が要求される場所や、ワイヤレスタブレットがその他の電子機器の妨害または誤
作動の原因になる恐れのある、施設管理システムやその他の環境では Intuos5シリーズをワイヤ
レスで絶対にお使いにならないでください。使用が禁止されている場合には、Intuos5シリーズ
の電源スイッチをオフにするかモジュールを取り外し（取り外し前に信号が切ってあることを確
認）、その他の電子機器を妨害または誤作動の原因にならないようにしてください。弊社は直接的
または間接的損害に対しての責任を一切負わないものとします。詳細については、「製品に関する
重要なお知らせ」をご覧ください。

警告
電子機器の使用が禁止されている場所では、タブレットの電源を切ってください。航空機内など電
子機器の使用が禁止されている場所では、タブレットが他の電子機器に影響を与える可能性があり
ます。コンピュータから USB接続ケーブルを抜いて、タブレットのワイヤレスモジュールの電源
を切ってください。

ワイヤレス通信を最適化する
ポインタがタブレット上のペンの動きに遅れたり意図しない動きをする場合や、グラフィックソフトで描
画している時に極端にまっすぐな線が表示される場合には、ワイヤレス機能が最適な速度でタブレットか
らのデータを送信できていない可能性があります。これは、その他の電波発生源からの妨害、電波経路に
ある障害物、またコンピュータから離れすぎているなど複数の理由が考えられます。
以下の対策を行ってワイヤレス通信を向上させ、タブレットの操作性を最適化してください。
• Intuos5シリーズとコンピュータに取り付けたワイヤレスレシーバーの電波経路上にある金属類を取
り除く。

• タブレットをコンピュータに近づける。 
• 携帯電話などの2.4GHz 無線周波数で動作するすべてのデバイスの電源を切るか、コンピュータから
遠ざける。
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電池および電源管理
このセクションでは、Intuos5シリーズをワイヤレスで使用した場合の充電式リチウムイオン電池および
電源管理の機能に関する重要な情報を記載しています。必ず以下の項目をご覧ください。
電池の充電
電池およびワイヤレス通信の状態
省電力機能

電池の充電
Intuos5シリーズをワイヤレス接続でご使用になる前に、充電式リチウムイオン電池をフル充電にしてお
きます。 

警告
安全上のご注意については「製品に関する重要なお知らせ」をご覧ください。 

ヒント：充電するときは、電池およびワイヤレスモジュールの両方がタブレットに取り付けられているこ
とを確認してください。 
充電式リチウムイオン電池の充電状態をチェックするには、コントロールパネルを開いて「ファ
ンクション」をクリックし、「ワイヤレス」タブを選択します。
電池およびワイヤレス通信の状態をご覧ください。
省電力機能と電池寿命についてもご覧ください。

Intuos5シリーズとコンピュータのUSBポートとの間にUSB接続
ケーブルを接続します。 
• USB接続ケーブルが接続されている場合、フル充電になるまで自
動で充電されます。

• 充電時間は、通常使用の場合は約4時間、電池残量0の状態から
フル充電の場合は約6時間かかります。実際の充電時間は、電池
の残量および充電中のタブレットの使用状況により変わります。

• 充電中はUSB接続になるため、ワイヤレスでの操作はできませ
ん。

充電ステータスランプ
• USBケーブルが接続され、かつ電池が充電
中のときはオレンジ色に点灯します。 

• USBケーブルが接続され、かつ電池がフル
充電のときは緑色に点灯します。

重要：USBハブではなく必ずコンピュータ本体のUSBポートと接続し充電してください。
USBハブによっては充電するための電流を供給できない場合があり、その場合はタブレッ
ト操作に影響を及ぼす場合があります。 
USB接続ケーブルでタブレットとコンピュータを接続していない場合に、USB ACアダ
プタを使用して充電することができます。ただし、この方法で急速充電を行うことはでき
ません。 
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電池およびワイヤレス通信の状態
ワイヤレス接続でのタブレットの状態表示は以下の通りです。 
• ステータスランプ（タブレット）：

• 充電ステータスランプ（ワイヤレスモジュール）：

• システムのタスクトレイ（Windows）またはメニューバー (Mac) に充電ステータスアイコンが表示さ
れます。ポインタをアイコン上に置くと、アイコンの情報が表示されます。 

• ワイヤレス操作に設定されているときには、コントロールパネルから電池残量、およびワイヤレス操
作のオプション情報を確認することができます。コントロールパネルを開いて「ファンクション」を
クリックし、「ワイヤレス」タブを選択します。 

点滅 ワイヤレス通信の確立中。
点灯 ワイヤレス接続が有効。
消灯 スリープモード、またはワイヤレス接続が無効。 

オレンジ色 USB接続ケーブルから充電中。
緑色 USB接続ケーブルから充電完了。（フル充電）
消灯 USB接続で、サスペンドまたは通信中。

USB接続ケーブルが外れている。充電が行われていない。 
USB 接続ケーブルが外れている。ワイヤレスで動作中。

充電ステータスアイコンはタブレットが使
用中であることと、おおよその充電残量を
表示します。 
• 電源プラグの表示は、タブレットが
USB接続の外部電源で動作中、およ
び充電中であることを示します。 

• チェックマークの表示はフル充電の状
態であることを示します。 

• アラートマークの表示は電池残量が
20%未満であることを示します。 

お使いのペンタブレットやオペレーティン
グシステムの状態によって、実際の表示は
異なる場合があります。省電力機能もご覧
ください。

スライダーを調節し、節電モードに切り替
わる条件を決定します。

充電ステータスアイコンの
表示を有効または無効にし
ます。
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省電力機能
Intuos5シリーズには、ワイヤレス操作に設定されているとき、電池の電力を節約しつつ性能を保つよう
設計された多くの節電機能が搭載されています。

重要：タブレットを使用しない場合は、ワイヤレスモジュールの電源を切って、充電式リチウムイ
オン電池の電力を節約してください。電源を切るときは、ワイヤレスモジュールの電源ボタ
ンを押します。電源を入れたままにすると、次回タブレットを使用する前にタブレットの電
池を充電しなければならない場合がありますのでご注意ください。電池寿命についてをご覧
ください。

省電力モード 入力のない状態が2分以上続くと、タブレットは省電力モードに入ります。時
間の設定はコントロールパネルで変更できます。電池およびワイヤレス通信の
状態をご覧ください。
操作を再開する場合は、お使いの機種により、タブレットに触れる、ファンク
ションキーを押す、ペンを検出範囲に持ってくるのいずれかを行います。

スリープモード 以下の場合にタブレットはスリープモードになります：
• ワイヤレス通信のない状態が4秒以上続いた場合。コンピュータの電源を切
るかタブレットを通信範囲の外に移動させる、あるいはワイヤレスレシー
バーを取り外した場合です。この状態から操作を再開するには、コンピュー
タの電源を入れ、タブレットをコンピュータとの通信範囲内に置き、ワイヤ
レスモジュールの電源ボタンを押します。タブレットのテストをご覧くださ
い。

• 入力のない状態が30分以上続いた場合。 
• 電池残量が極端に少ない場合。直ちに充電を行います。 
操作を再開するときは、タッチホイールの切り替えボタン、またはワイヤレス
モジュールの電源ボタンを押します。 
お使いの機種に応じて、指またはペンでタブレット操作面に触れ、タブレット
に沿って動かすと、タブレットの機能が復帰します。 
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電池寿命について
Intuos5シリーズをワイヤレスで使用する場合、使用状況とお使いの機種により電池寿命は変わります。
フル充電で、PTK-450/650では約15時間、PTH-450/650では約8時間、PTH-850では約5時
間の連続使用が可能です。
ワコムでは、予備の電池のご購入をお勧めしております。オプション品の注文をご覧ください。
• 電池はご使用につれ劣化し蓄電能力が低下します。ご使用状況にかかわらず、充電式リチウムイオン
電池の標準寿命は約2年です。

• 充電式リチウムイオン電池の寿命と性能は、電池の使用と再充電を繰り返し行っても改善はされませ
ん。

• 画面に電池残量が少ないという警告が表示されたときは、速やかに充電を行ってください。
省電力機能もご覧ください。

• 電池電圧が最低安全レベルよりも低下した場合、電池の内部保護回路が作動し、電池を充電すること
ができなくなります。
電池の残量が少ない状態で、電池が長期間タブレット内にあると、電池から少量の電流が流れ、電池
が放電しやすくなります（過放電）。この場合、電池の内部保護回路が作動し、電池を充電することが
できなくなります。長期間タブレットを使用しない場合は、タブレットから電池を取り出して保管し
てください。
過放電された電池は、充電ができなくなります。

• ワイヤレスモジュールのスイッチが入っているときは、タブレットにはいつでも電池から電流が流れ
ています。充電レベルが極度に低下すると、タブレットは電池残量を減らさないために、スリープ
モードに入ります。この場合は充電を行ってください。
スリープモード中でもタブレットは少量の電力を消費し続けます。数日間タブレットを使用しない場
合は、電池を充電してからワイヤレスモジュールの電源を切ってください。

• 長期間（1カ月以上）保管する場合、電池をある程度充電し（約40％の充電を推奨）、涼しい場所に保
管してください。タブレットと電池の両方を保管する場合電池を取り外す必要はありません。
補足：充電式リチウムイオン電池を使用せず6ヶ月間以上経過すると、再充電できなくなることがあ

りますのでご注意ください。
電池が劣化して十分な充電量を維持できなくなるか充電できなくなった場合には、新しい電池を購入する
必要があります。「製品に関する重要なお知らせ」をご覧ください。

警告
リチウムイオン充電池を安全にお使いいただくために、必ずワイヤレスキットの「製品に関する重
要なお知らせ」または充電式リチウムイオン電池に付属の取扱説明書をお読みください。
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電池を交換する
タブレットの電池が寿命で充電や蓄電ができなくなった場合、電池を交換する必要があります。ワイヤレ
スキット専用の充電式リチウムイオン電池以外はご使用になれませんのでご注意ください。
「製品に関する重要なお知らせ」をご覧ください。

重要：必ずお使いのワイヤレスキット専用の充電式リチウムイオン電池をご使用ください。
電池を交換する： 
1. タブレットを裏返し、ワイヤレスキットカバーをスライドさせて取り外します。
mediumサイズのタブレット (PTH-650、PTK-650) および large サイズのタブレット (PTH-
850) をお使いの場合は２箇所のカバーを取り外します。１箇所はワイヤレスモジュール用、もう１
箇所は充電式リチウムイオン電池用です。
small サイズのタブレット (PTH-450、PTK-450) ではワイヤレスキットカバーは2つに分かれて
いません。

2. 下の図を参考に、使用済み電池（古い電池）を取り外します。 
3. 新しい充電式リチウムイオン電池をセットします。下の図を参考に、タブレット側と電池側の端子部
を合わせ、電池収納部にゆっくりと押し込みます。 

4. ワイヤレスキットカバーを元通りに取り付けます。位置を揃えて所定の位置にスライドさせます。 
5. USB接続ケーブルを接続し、電池を充電します。電池の充電をご覧ください。

重要：電池を交換するときに、硬い物の上などに電池を落とさないようにご注意ください。電池内
部が破損するおそれがあります。また落とした電池は、破損したように見えない場合でも新
しい電池と交換してください。万一タブレット内部でショートや液漏れが発生した場合、タ
ブレットが故障する恐れがあります。

警告
安全上のご注意については、ワイヤレスキットの「製品に関する重要なお知らせ」または充電式リ
チウムイオン電池に付属の取扱説明書をご覧ください。

多くの地域で自主的または強制的リサイクルプログラムを実施しています。ご使用済みの電池は、お住ま
いの地域の条例に従って、さらに「製品に関する重要なお知らせ」に記載されているリチウムイオン電池
に関する安全上のご注意をお読みの上、適切にリサイクルしてください。電池はお子様の手の届かない所
に保管してください。使用済みの電池は直ちにリサイクルしてください。

新しい電池をセットします。
電池の端子部を損傷しないように、図の
ような角度で電池をゆっくりと挿入して
ください。

古い電池を取り外します。
電池を取り出す場合、電池
の端を持ち上げてからスラ
イドさせてください。
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ワイヤレスモジュールを取り外す
ワイヤレスモジュールを取り外す場合は：
1. タブレットを裏返し、ワイヤレスキットカバーをスライドさせて取り外します。
mediumサイズのタブレット (PTH-650、PTK-650) および large サイズのタブレット (PTH-
850) をお使いの場合は２箇所のカバーを取り外します。１箇所はワイヤレスモジュール用、もう１
箇所は充電式リチウムイオン電池用です。
small サイズのタブレット (PTH-450、PTK-450) ではワイヤレスキットカバーは2つに分かれて
いません。

2. お手持ちの金属製ではない工具を使ってワイヤレスモジュールを浮かせて取り外します。ワイヤレス
キットに付属する保護カバーを使用することもできます。保護カバーをワイヤレスモジュールの溝に
合うようにかぶせ、保護カバーをフックのように引っ掛けてワイヤレスモジュールを浮かせてスライ
ドさせ、タブレットから取り外します。

3. 保護カバーをワイヤレスモジュール収納部に押し込みます。

4. ワイヤレスキットカバーを元通りに取り付けます。位置を揃えて所定の位置にスライドさせます。
5. 取り外したワイヤレスモジュールはワイヤレスレシーバーとペアで大切に保管してください。

保護カバー
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ワイヤレスレシーバーの保管
ワイヤレスレシーバーは、持ち運びのしやすさを考えて設計されています。お使いのコンピュータの
USBポートに取り付ければ、取り付けたままいつでも使用することができます。
旅行先に Intuos5シリーズを携帯する場合も同じです。 
移動時などにはワイヤレスレシーバーを取り外し、タブレット本体に収納することもできます。収納のし
かたは以下の通りです： 
1. お手持ちの金属製でない工具や指先を使用して、ワイヤレスレシーバー収納部を開きます。 
2. 収納部のフタを開き、内部の収納部カバーを少し引き出します。 
3. レシーバーを収納部カバー内に挿入します。 
4. 収納部カバーをスライドさせて元の位置に戻し、フタを閉じます。 

タブレットからワイヤレスレシーバーを取り出すには、収納部を開きます。内部の収納部カバーを少し引
き出し、レシーバーを取り出します。取り出したら収納部カバーを押し込んで元の位置に戻し、フタを閉
じます。
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ワイヤレス通信のテスト
タブレットのステータスランプは、タブレットが正常に接続されお使いのコンピュータがタブレットを
USBデバイスの1つとして認識している場合に、常に点灯します。ワイヤレス接続で問題が発生した場
合は、以下のチェックを行ってください。
1. 最初に、一般的なトラブルシューティングで問題を確認します。
2. ワイヤレスモジュールのスイッチがオンになっていることを確認します。電池およびワイヤレス通信
の状態を確認します。

3. ワイヤレスモジュールおよびワイヤレスレシーバーが正しく取り付けられていることを確認します。
ワイヤレスキットの取り付けをご覧ください。

4. 電池およびワイヤレス通信の状態を参考に、電池残量を確認します。電池残量が少ない場合は、USB
接続ケーブルを接続し充電を行います。電池の充電をご覧ください。

5. ワイヤレスモジュールのスイッチをオフにし再度オンにします。
6. タブレットをお使いのコンピュータに近づけます。タブレットとコンピュータの間の電波経路に金属
類など高密度の障害物がないことを確認してください。

7. コントロールパネルを開き、「タブレットについて」ボタンをクリックします。表示されるダイアログ
ボックスで「診断」をクリックします。「診断」ダイアログボックスはタブレットについての現在の状
態を表示します。「ワイヤレスモード」の入力内容をチェックし、ワイヤレスのステータスが「オン」
になっていることを確認します。作業終了後、「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログボックスを
閉じます。

これらのテストに不合格の場合はハードウェアの故障が考えられます。テクニカルサポートをご覧くださ
い。
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トラブルシューティング 
トラブルが発生した場合、以下のことを行ってください。
1. タブレットドライバが正しく読み込まれなかった場合、画面に表示されるエラーメッセージで推奨さ
れる処置をまず行ってください。それでも問題が解決されない場合は、本章のトラブルシューティン
グ手順を調べてください。

2. トラブルシューティング情報をご覧ください。問題が記載されている場合、その指示に従ってみてく
ださい。

3. タブレットの「Read Me」ファイルを開いて、最新情報をお読みください。
4. ワコムのホームページの FAQ（よくある質問）を参照してください。
http://tablet.wacom.co.jp/support/faq/

5. Intuos5シリーズと新しいハードウェア、またはソフトウェア製品間に互換性の問題が発生した場合、
新しいタブレットドライバが利用できるかチェックしてください。更新したタブレットドライバのダ
ウンロードに関する情報については、ドライバのダウンロードをご覧ください。ワコムは新製品との
互換性を維持するために、ドライバソフトウェアを定期的に更新しています。

6. タブレットと入力デバイスを診断します。タブレットのテストとタブレットおよび入力デバイスのテ
ストをご覧ください。

7. このマニュアルの解決のポイントを読んでも、問題が解決しそうにない場合、ワコムのサポート窓口
にお問い合わせください。サポートに関する情報については、テクニカルサポートおよび「Read 
Me」ファイルをご覧ください。

タブレットのテスト
タブレットおよび入力デバイスのテスト
トラブルシューティング情報
テクニカルサポート
ドライバのダウンロード
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タブレットのテスト
1. コンピュータの電源を入れて、システムが完全に読み込まれるまで待ちます。
2. USB接続をチェックします。タブレットが正しく接続され、USBデバイスとして認識されると、タ
ブレットのステータスランプが点灯します。そうならない場合は、以下を参照してください。
• タブレットのUSB接続ケーブルが、コンピュータの利用可能なUSBポートにしっかり接続されて
いることを確認します。

• タブレットのUSB接続ケーブルに損傷がないかチェックします。
• 別のUSBポートにタブレットを接続するか、または別のコンピュータのUSBポートに接続してみ
てください。

3. ワイヤレス操作については、タブレットの通信をチェックします。タブレットが適切に接続されてい
て、USBデバイスとして認識されると、タブレットのステータスランプが点灯します。点灯しない場
合には以下のことを行ってください：
• ワイヤレスモジュールのスイッチが入っているかを確認します。電池およびワイヤレス通信の状態
をご覧ください。

• ワイヤレスモジュールおよびワイヤレスレシーバーが正しく取り付けられているかを確認します。
ワイヤレスキットの取り付けをご覧ください。

• 電池およびワイヤレス通信の状態を参考に、電池残量を確認します。電池残量が少ない場合は、
USB接続ケーブルを接続し充電を行います。電池の充電をご覧ください。

• ワイヤレスモジュールのスイッチをオフにし、再度オンにします。 
• タブレットをお使いのコンピュータに近づけます。タブレットとコンピュータの間の電波経路に金
属類など高密度の障害物がないことを確認してください。
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4. ペンをチェックします。 
タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合、ペンは正常に動作しません（ポインタの移動
とクリック以外の動作ができません）。タブレットドライバの再インストールを行ってください。
• タブレットの操作エリアの上でペンを移動してみてください。画面上のポインタが、ディスプレイ
画面で対応する方向へ移動すれば正常です。

• タブレットにペン先を押しあてます。ステータスランプが明るく点灯すれば正常です。
• 次に、ペン先に筆圧をかけずに、タブレットの面からおおよそ10mm以内のところで保留にした
まま、サイドスイッチを押します。ステータスランプが、再度明るく点灯すれば正常です。  

• ペンを回転させ、テールスイッチ（消しゴム）をタブレットに押しあてます。ステータスランプが
明るく点灯すれば正常です。

タブレットおよび入力デバイスのテストおよびペンのテストをご覧ください。
5. タッチをチェックします。  
タブレット面で指を動かして、画面のポインタが動くことを確認します。  次にタップして項目を選択
します。  タブレットの操作エリアにタッチして、ステータスランプが明るくなることを確認します。
タッチのテストもご覧ください。
タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合、基本的なタッチの動作のみ認識され、他の動
作やジェスチャーは認識されません。ジェスチャーが認識されない場合は、タブレットドライバをイ
ンストールしてください。

6. ファンクションキーをチェックします。タブレットおよび入力デバイスのテストおよびファンクショ
ンキーのテストをご覧下さい。

7. タッチホイールをチェックします。タブレットおよび入力デバイスのテストおよびタッチホイールの
テストをご覧下さい。

8. マウスなど、他の入力デバイスをチェックしてください。タブレットおよび入力デバイスのテストを
ご覧下さい。

これらのテストのいずれかに不合格の場合、ハードウェアの故障が考えられます。テクニカルサポートを
ご覧ください。
テスト前にタブレットや入力デバイスをカスタム設定で使っていた場合は、テストが終わったらコント
ロールパネルを使って設定を元に戻してください。
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タブレットおよび入力デバイスのテスト
入力デバイスやタブレットの機能が思うように動作しない場合、初めに割り当てた機能をチェックする
か、あるいは標準設定の状態に戻してみてください。タッチ入力が可能な機種でタッチ関連の問題が発生
した場合も、上記の方法をお試しください。
入力デバイスを標準設定の状態に戻す最も速い方法は、コントロールパネルの「入力デバイス」リストか
らその入力デバイスを削除することです。削除したい入力デバイスのアイコンを選択し、「入力デバイス」
リストの [ － ] ボタンをクリックします。リストからアイコンが削除された後、入力デバイスを再びタブ
レットの操作面に置きます。 入力デバイスは標準設定の状態でリストに再び追加されます。
• コントロールパネルを開いて、「タブレットについて」ボタンをクリックします。表示されるダイアロ
グボックスで「診断」をクリックします。「診断」ダイアログボックスにはタブレット、入力デバイ
ス、そしてタッチ入力が可能なタブレットの現在の状態が提示されます。

• 複数のタブレットがシステムに接続されている場合、「タブレット情報」欄で現在テスト中のタブレッ
トを選択してください。

• タブレットと入力デバイスをテストする際には、「診断」ダイアログボックスに表示される情報をご利
用ください。

補足：デバイスボタンが「ラジアルメニュー」または「開く／起動…」に設定されている場合、デバイス
ボタンを押すとその機能が実行されます。このような場合、テストの前にデバイスボタンの機能を
変更してください。

ファンクションキーのテスト
タッチホイールのテスト
ペンのテスト
タッチのテスト
マウスのテスト
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ファンクションキーのテスト
1.「診断」ダイアログボックスを開いたまま、各ファンクションキーをテストして「タブレット情報」欄
を観察してください。
「タブレット情報」欄で、必ず現在テストしているタブレットを選択してください。

2. ファンクションキーを 1つずつ押してテストします。キーを押すと「左側ボタン」カテゴリーのとな
りに番号が表示されます。

3. 終了後、「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログボックスを閉じます。
重要：ソフトウェアによってはファンクションキーの機能が無効になったり、制限される場合があ

ります。ファンクションキーのテストを行うときは、コントロールパネル以外のソフトウェ
アを終了させることをおすすめします。詳細についてはタブレットコントロールができる処
理が組み込まれたソフトウェアを使うをご覧ください。

タッチホイールのテスト
1.「診断」ダイアログボックスを開いたままタッチホイールのテストをして、「タブレット情報」欄を観
察してください。「タブレット情報」欄で、必ず現在テストしているタブレットを選択してください。

2. タッチホイールの周りを一周するように指を滑らせます。タッチホイールに触れて、指先を滑らせる
ように動かすと、現在の指の位置が「左側トラックパッド」または「右側トラックパッド」に数値で
示されます。

3. タッチホイールの切り替えボタンを押して、カスタマイズ可能な4つの機能を切り替えます。設定を
切り替えるたびに、対応するステータスランプが点灯します。「診断」ダイアログボックス内にも、ボ
タンの機能が「左側ボタン」に表示されます。
補足：タッチホイール機能に「スキップ」が設定された場合、対応するステータスランプは点灯しま

せん。
4. 終了したら、「閉じる」ボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
重要：ソフトウェアによっては、タッチホイールの設定が無効になったり、制限される場合があり

ます。タッチホイールのテストを行うときは、コントロールパネル以外のソフトウェアを終
了させることをおすすめします。詳細については、タブレットコントロールができる処理が
組み込まれたソフトウェアを使うをご覧ください。
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ペンのテスト

1.「診断」ダイアログボックスを開いて「入力デバイス情報」欄を見ながら、入力デバイスを、タブレッ
トの操作エリアから10mmを超えないように浮かせます。「読み取り高さ」 、「入力デバイス名」、「入
力デバイスのタイプ」、「シリアルNo」の値が表示されます。複数のタブレットがシステムに接続され
ている場合、「タブレット情報」欄で、入力デバイスをテストするタブレットが選択されていることを
確認してください。

2. タブレットの操作エリアでペンを移動させると、「X座標」と「Y座標」のデータの値が、ペン先の位
置を反映して変化します。

3. ペンのデバイスボタンをテストします。ペン先でクリックしたり、サイドスイッチを押したり、ある
いはテールスイッチ（消しゴム）をタブレットの上で押すと、タブレットのステータスランプが明る
く点灯します。
• タブレットエリアをペン先でクリックします。「入力デバイス情報」の「スイッチ」の状態と「筆
圧」の値が変化します。筆圧は圧力が全くかかっていない状態から最大圧力をかけた状態まで、
0%からおよそ100％まで変化します。

• 次に、タブレットにペン先を押し当てずにサイドスイッチを押します。「スイッチ」の状態が変わ
ります。この操作はペンの両方のサイドスイッチに対して行います。

• タブレットにペンのテールスイッチ（消しゴム）を押し当てます。「スイッチ」の状態と「筆圧」
の値が変わります。「筆圧」は0%から100％まで変わります。

• オプション品のエアブラシの場合は、ホイールを奥に回します。ホイールを完全に奥まで回すと、
「ホイール」はおよそ０まで減少します。ホイールを手前に回します。完全に手前まで回すと、「ホ
イール」はおよそ1000まで増加します。

4. X 軸方向の傾きをテストします。「X方向の傾き」は、ペンを垂直位置から右方向へ傾けると、およそ
0から＋60まで変わります。ペンを垂直位置から左方向へ傾けると、「X方向の傾き」は、およそ0
から－60まで変わります。

5. Y 軸方向の傾きをテストします。「Y方向の傾き」は、ペンを垂直位置からタブレットの手前に傾ける
と、およそ0から＋60まで変わります。ペンを垂直位置からタブレットの向こう側へ傾けると、「Y
方向の傾き」は、およそ0から－60まで変わります。

6. オプション品のアートペンの場合、ペン先をタブレット操作面に置き、軸を中心にして緩やかにペン
を回転させ回転機能をテストします。ペンを回転させると「回転」の値が変化します。

7. 終了したら、「閉じる」ボタンをクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

ペン
「スイッチ」の状態

ペン先＝1
サイドスイッチ（下側）＝2
サイドスイッチ（上側）＝3
テールスイッチ（消しゴム）＝１

エアブラシ
「スイッチ」の状態

ペン先＝1
サイドスイッチ＝2
テールスイッチ（消しゴム）＝1
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トラブルシューティング情報
タブレットまたは入力デバイスで問題が生じた場合、次の表をご覧ください。問題が説明され、解決策が
提示されていれば、その方法をお試しください。また、「Read Me」ファイルを確認してください。最新
の情報が記載されています。
問題のより詳細な情報については、ワコムのホームページ（http://wacom.jp/jp/customercare/）を
ご覧ください。

一般の問題
ペンの問題
タッチの問題
ワイヤレス通信の問題
Windowsの問題
Macの問題

一般の問題
タブレットのステータスラン
プが点灯しない。

タブレットのUSB接続ケーブルが、タブレットと利用可能なUSB
ポートに正しく接続されていることを確認します。
別のUSBポート、またはUSB接続ケーブルと接続してみてくださ
い。
ワイヤレス接続でお使いの場合は、ワイヤレス通信の問題をご覧くだ
さい。

コンピュータが節電モードに
ならない。

Intuos5シリーズの入力デバイスを使用しない場合、タブレット面上
に置かないでください。 置いたままにすると、タブレットはデータを
送り続け、コンピュータは節電モードにはなりません。
補足：金属その他の導電性の物体の中には、タブレットがデータを送

る原因となるものがあるため、使わないときはタブレット面に
何も置かないのが一番です。

タブレット使用中に、画面の
ポインタが揺れたり、「ジャン
プ」をする。

まれに、タブレットはコンピュータ画面あるいはAMラジオ局から電
磁波の影響を受ける場合があります。ディスプレイからの電磁波によ
る影響に気付いた場合、タブレットをディスプレイから30cm以上離
してみてください。 あるいは、ディスプレイのリフレッシュレートま
たは解像度を変更してください。

タブレットは「ファンクショ
ンキーを右側」（または「ファ
ンクションキーを左側」）用に
設定されているが、ログオン
画面ではタブレットが上下逆
に動作する。

タブレットドライバをインストールし直し、タブレットの標準設定の
向きを変更します。 タブレットの向きを設定する をご覧ください。

ソフトウェアによって、ファ
ンクションキーやタッチホ
イールが、コントロールパネ
ルの設定と異なる動作をする。

ソフトウェアによっては、ファンクションキーやタッチホイールの設
定が無効になったり、制限されることがあります。
タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを
使うをご覧ください。
特定のソフトウェアに対する設定を使用している場合は、使用してい
るソフトウェアに対する設定を更新したかどうか確認して下さい。
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ペンの問題

ペンで画面のポインタの移動
ができない、または正しく動
かない。

タブレットドライバが正しく読み込まれていない可能性があります。  
タブレットドライバが読み込まれていないときの動作としては以下の
ようになります。
• ポインタの移動以外のペン入力ができません。
• ペン入力とタッチ入力の両方に対応した機種の場合、基本的なタッ
チ以外の操作やジェスチャーは認識されません。

このような場合は、タブレットドライバのアンインストールを行い、
コンピュータを再起動後、タブレットドライバを再度インストールし
てください。

ペンで筆圧感度を使った線を
引く、塗るなどの動作ができ
ない。

ご使用のソフトウェアが筆圧機能に対応しているかどうかを、ソフト
ウェアの取扱説明書や発売元にご確認ください。ソフトウェアによっ
ては、筆圧機能を利用可能にするための設定が必要な場合があります。
また、お使いのソフトウェアが筆圧に対応していることを確認してく
ださい。

クリックが利かない。 「ペン先の感触」を柔らかく設定してください（ペン先の感触とダブル
クリックを調整するをご覧ください）。

ペン先でダブルクリックが利
かない。

タブレットの操作エリアの同じ場所を2回、速くたたいていることを
確認してください。ワコムではサイドスイッチを使ってダブルクリッ
クすることを推奨しています。
コントロールパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。次に「ダブ
ルクリック距離」を大きくするか、 「ペン先の感触」を柔らかく設定
します。
ファンクションキーの1つを「ダブルクリック」に設定して、ダブル
クリックを実行します。
Windowsの場合：1回のクリックでプログラムが起動するように設

定します。クリックをご覧ください。
ペンがあらゆるものを選択す
る。選択が解除できない。

コントロールパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ペン先の
感触」スライダを「硬い」方に動かします。あるいは、
「カスタマイズ…」を選択して「クリック圧」の設定を大きくします。
また、芯の抜き差しも行って下さい。
以上で効果がない場合は、タブレットおよび入力デバイスのテストを
ご覧ください。またはテクニカルサポートへご連絡ください。
ペン先（芯）がすり減っている可能性があります。芯を交換するをご
覧ください。

消しゴムがあらゆるものを選
択する。消し続ける。

コントロールパネルを開いて、「テールスイッチ」タブを選択します。
「消しゴムの感触」スライダを「硬い」方へ移動させます。あるいは、
「カスタマイズ…」を選択して「クリック圧」の設定を大きくします。
以上で効果がない場合は、タブレットおよび入力デバイスのテストを
ご覧ください。
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ペンまたはインクのストロー
クの開始が遅れる。

コントロールパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ダブルク
リック距離」を少なくしてください。動作しない場合、「ダブルクリッ
ク距離」のスライダを「OFF」へ動かして「ダブルクリックアシスト」
をオフにします。
Ink 機能をオフにしてください。

クリック、描画、あるいは文
字を書くときに、ペンを強く
押さなければならない。

コントロールパネルを開いて、「ペン」タブを選択します。「ペン先の
感触」のスライダを「柔らかい」へ移動させます。また、
「カスタマイズ…」を選択して、「筆圧感度」と「クリック圧」の設定
を減少させます。

ペン先が利かない。 互換性のあるワコム製のペン（付属品など）、または Intuos5シリー
ズに対応しているオプション品のペンを使用していることを確認して
ください。他のペンは、本機で正しく動作しません。
• コントロールパネルの「ペン」タブで、「クリック」機能がペン先に
割り当てられていることを確認してください。

• ペン先を押したとき、ステータスランプが明るく点灯することを確
認してください。明るくならない場合、タブレット本体に問題があ
る可能性があります ( タブレットおよび入力デバイスのテストをご
覧ください）。

ペンやその他の入力デバイス
に対して機能の設定を変更し
ても反映されていない。

使用中の入力デバイスとソフトウェアに対して、設定変更を行ったか
を確認してください。特定のアプリケーションソフトウェアに対する
設定と複数の入力デバイスでの作業をご覧ください。

サイドスイッチが利かない。 互換性のあるワコム製のペン（付属品など）、または Intuos5シリー
ズに対応しているオプション品のペンを使用していることを確認して
ください。他のペンは、本機で正しく機能しない場合があります。
タブレットの操作エリアから10 mm以内にペン先があるときに、サ
イドスイッチを押してください。 ペン先でタブレットを押さずにこれ
を行ってください。
コントロールパネルで、サイドスイッチが、使用中のソフトウェアと
入力デバイスで実行する機能に設定されていることを確認してくださ
い。
「サイドスイッチエキスパートモード」も確認してください。「ペン先
とともにクリック」が選択されている場合は、クリック操作を行うた
めには、サイドスイッチを押しながらペン先をタブレット表面にタッ
チする必要があります（オプション設定をご覧ください）。
サイドスイッチを押すと、タブレットのステータスランプが明るく点
灯することを確認してください。点灯しない場合、タブレット本体に
問題がある可能性があります（タブレットのテストをご覧ください）。

画面のポインタが「ジャンプ」
して引き戻される。

使用していないときや、他のポインティングデバイスを使用している
ときには、タブレットの上に入力デバイスを置かないでください。入
力デバイスをタブレットの上に置いたまますると、ほかの入力デバイ
スを使ったときに、画面のポインタの移動ができなくなる場合があり
ます。
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ポインタが画面上の思う位置
に移動しない。 またはペイン
トソフトで、描いた線とポイ
ンタの位置が合わない。

コントロールパネルを開いて、「マッピング」タブを指定します。「ペ
ンモード」が選択され、選択した入力デバイスとソフトウェアに対し
て「表示エリア」が「最大」に設定されていることを確認してくださ
い。効果がない場合は、「標準設定」ボタンをクリックしてください。
それでも効果がない場合は、タブレットの設定ファイルを削除してく
ださい（詳しくはWindows の問題またはMacの問題をご覧くださ
い）。
ペンが機能するかどうかを確認します。タブレットおよび入力デバイ
スのテストをご覧ください。

ペンでタッチホイールを操作
できない。

タッチホイールは指で操作するように設計されており、ペンで操作す
ることはできません。

マルチディスプレイ環境で、
一つのディスプレイでしかペ
ンが機能しない。

「マッピング画面切り替え」を割り当てたファンクションキーまたはサ
イドスイッチを押して、Intuos5シリーズのペンで操作するディスプ
レイを切り替えてください。
「マッピング」タブの「表示エリア」が「最大」に設定されていること
を確認してください。
マウスモードでペンを使って、他のディスプレイを操作することもで
きます。マウスモードにするには、初めにサイドスイッチを「ペン⇔
マウスモード…」に設定します。次に、スイッチを使ってペンモード
とマウスモードを切り替えます。
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タッチの問題

タッチができない。 「タッチ機能 on/off 切り替え」に設定されているファンクションキー
を押してタッチを有効にします。
あるいは、コントロールパネルを開いて「タッチ」アイコンをクリッ
クしてから「ジェスチャーの標準設定」、「ジェスチャーの個人設定」、
または「タッチオプション」タブを選択します。「タッチ入力を有効に
する」オプションが選択されていることを確認してください。

タッチが一部しか機能しない。  
画面のポインタは動かせるが、
もっと複雑な動作やジェス
チャーは機能しない。

タブレットドライバが正しく読み込まれていない場合には、基本的な
タッチ操作のみ認識されます。その他のタッチ操作やジェスチャーは
認識されません。このような場合は、タブレットドライバの再インス
トールを行ってください。

複数の指でタッチした場合に、
正しく認識されない。 

指同士が近づきすぎている場合、タブレットは別々の指として認識し
ていない可能性があります。指同士をもう少し離して動かしてくださ
い。 

Adobe Photoshop 使用中
に、ズームイン、ズームアウ
トができない。

Photoshop の「環境設定」オプションで「スクロールホイールズー
ム」機能が選択されていないことを確認してください。

Adobe Photoshop で作業す
るときに、ジェスチャーのス
クロールとパンが正しく動作
しない。

Photoshop の「環境設定」オプションで「スクロールホイールズー
ム」機能が選択されていないことを確認してください。

ソフトウェアによってジェス
チャーの回転の動作が変わる。
あるいは全く機能しない。

回転機能は、お使いのソフトウェアによって動き方が異なります。90
度単位で滑らかに回転する場合もあれば、全く回転しない場合もあり
ます。これは各ソフトウェアの仕様であり、タブレットの故障による
ものではありません。
このジェスチャーをタブレットに正しく認識させるために、２本の指
を斜めに２５mm以上離してからタブレット操作面に置き、回転中も
その間隔を維持してください。 
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ワイヤレス通信の問題

コンピュータに使用可能な
USBポートがない。

現在使用していない周辺機器があれば、USBポートから取り外してく
ださい。付属のUSB接続ケーブルで、タブレットをコンピュータ本
体のUSBポートに接続します。

ワイヤレスモジュールの電源
ボタンを押すと、タブレット
のステータスランプが約4秒
間点灯した後に電源が切れる。 

ワイヤレス通信が確立していない場合、約4秒後にワイヤレスモ
ジュールの電源が切れます。 
• ワイヤレスレシーバーがコンピュータの有効なUSBポートに正し
く接続されているかを確認してください。

• タブレットをお使いのコンピュータに近づけ、タブレットとコン
ピュータの間の電波経路に金属類など高密度の障害物がないことを
確認してください。

再度電源ボタンを押して、ワイヤレス接続を有効にします。
ワイヤレスモジュールの電源
を入れると、ステータスラン
プは正常に機能していること
を示すが、画面のポインタが
動かない。

お使いのタブレットがタッチ機能に対応している場合は、タッチ機能
がオフになっていないことを確認してください。タッチ入力を無効に
するを再度ご覧ください。
タブレットの使い方が誤っていないか確認してください。ペンを使う
を再度ご覧ください。
ワイヤレスモジュールのスイッチをオフにし、再度オンにします。 
電池残量が少ない場合は電池の充電を行ってください。

ワイヤレス通信は確立してい
るがタブレットが正しく動作
しない。 

タブレットドライバが正しくインストールされているか確認してくだ
さい。
また、ワイヤレス通信を最適化するをご覧ください。

USB接続ケーブルを外すとタ
ブレットが動作しなくなる。

ワイヤレスモジュールとレシーバーが正しく取り付けられ、ワイヤレ
スモジュールの電源が入っていることを確認してください。
電池およびワイヤレス通信の状態を参考に、電池残量を確認してくだ
さい。
• タブレットのワイヤレスキットカバーを開き、充電式リチウムイオ
ン電池およびワイヤレスモジュールが正しく取り付けられているか
確認してください。

• 電池に液漏れや破損がないか確認してください。
• 電池を一晩充電してから再度試してください。問題が解消されなけ
れば、電池の寿命、または破損の可能性がありますので、新しい電
池と交換してください。電池の購入については、オプション品の注
文をご覧ください。

• ワイヤレスレシーバーとワイヤレスモジュールが購入時の組み合わ
せと異なる場合は、タブレットは動作しません。購入時の組み合わ
せに戻してください。
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ワイヤレスモジュールの電源
ボタンを押しても、タブレッ
トのステータスランプが点灯
しない。

再度電源ボタンを押し、以下を確認してください。
1. ワイヤレスレシーバーがコンピュータ本体の有効なUSBポートに
正しく接続されているか確認してください。USBハブに接続され
ている場合は、コンピュータ本体のUSBポートに接続してくださ
い。 

2. ワイヤレスモジュールがタブレットに正しく接続されているか確認
し、電源ボタンを押してワイヤレス通信を確立してください。 

3. 以上を行ってもステータスランプが点灯しない場合は、タブレット
とコンピュータをUSB接続ケーブルを接続してください。 
ワイヤレスモジュールの充電ステータスランプを確認します。 
オレンジ色の場合は、電池が充電中です。緑色の場合は、電池がフ
ル充電状態です。点灯しない場合は、電池の寿命、または破損の可
能性がありますので、新しい電池と交換してください。

4. タブレットとワイヤレスモジュールのステータスランプが両方とも
点灯しない場合には、ワコムのテクニカルサポートに連絡してくだ
さい。テクニカルサポートをご覧ください。

一部のソフトウェアでポイン
タまたはペンストロークが遅
れたり、ポインタが飛び回っ
たりする。

ワイヤレス通信を最適化するをご覧ください。

コンピュータがスリープモー
ドになると常に充電が停止す
るようにみえる。 

コンピュータがスリープモードになると充電はされません。充電中に
スリープモードに入らないように、お使いのシステムの省電力機能を
設定する必要があります。
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Windowsの問題
タブレットの設定ファイルが
壊れている。または、設定
ファイルを標準設定の状態に
もどしたい。

ワコムタブレット設定ファイルユーティリティを使用して、再設定を
行います。開いているソフトウェアをすべて閉じ、Windowsの「ス
タート」ボタンをクリックし「すべてのプログラム」を選択します。
次に、「ワコムタブレット」から「ワコムタブレット設定ファイルユー
ティリティ」を選択します。
• 作業を始める前にタブレット設定のバックアップを作成することを
お勧めします。「タブレット設定ファイルユーティリティ」ダイア
ログボックスで、「バックアップ」をクリックし、画面の指示に
従って設定します。

• 次にタブレット設定ファイルユーティリティを使用して、以下の手
順でタブレットの設定を削除します： 
シングルユーザの場合：「ログインユーザーの設定ファイル」の
「削除」をクリックし、現在のユーザ設定を削除します。
マルチユーザの場合：「すべてのユーザーの設定ファイル」の「削
除」ボタンをクリックし、マルチユーザの設定を削除します。すべ
てのユーザの設定ファイルを削除するには、administrator 権限
が必要です。現在開いているタブレット用ソフトウェアを再起動し
てください。

以前の設定ファイルのバックアップがある場合は、「ログインユーザー
の設定ファイル」の「復元」ボタンをクリックするとタブレットの設
定を素早く復元できます。
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Macの問題
コンピュータを起動すると、
ドライバの読み込みに失敗し
たか、あるいはタブレットの
設定ファイルがまだ作成され
ていないという内容のダイア
ログボックスが表示される。

起動時にタブレットが検出されませんでした。
ワイヤレス通信を行っている場合：
• 電池およびワイヤレス通信の状態を参考に、ワイヤレス通信が正常
に行われていることを確認してください。

• 「移動」メニューから「ユーティリティ」を選択して、「システムプ
ロファイラ」もしくは「システム情報」を立ち上げます。「内容」
の中の「ハードウェア」から「USB」を選択します。ワコムUSB
タブレットの機種がリストされています。タブレットの機種がリス
トにない場合、ワイヤレス接続を確認してください。 

付属のUSB接続ケーブルで接続されている場合：
• USB接続ケーブルがコンピュータ本体の有効なUSBポートにしっ
かり接続され、タブレットのステータスランプが点灯していること
を確認してください。

• 「移動」メニューから「ユーティリティ」を選択し「システムプロ
ファイラ」もしくは「システム情報」を立ち上げます。「内容」の
中の「ハードウェア」から「USB」を選択します。ワコムUSB
タブレットの機種がリストされています。タブレットの機種がリス
トにない場合、USBタブレットのケーブル接続を確認するかタブ
レットを別のUSBポートに接続してみてください。

これで解決しない場合は、タブレットドライバを再インストールして
ください。
それでも解決しない場合は、ワコムのテクニカルサポートに連絡して
ください。テクニカルサポートをご覧ください。
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タブレットの設定ファイルが
壊れている。または、設定
ファイルを標準設定の状態に
もどしたい。

ワコムタブレットユーティリティを使用して、お使いの環境設定を調
べます。開いているソフトウェアをすべて閉じ、メインメニューの
「アプリケーション」を開きます。続いて「ワコムタブレット」を開
き、「ワコムタブレットユーティリティ」を実行します。
• 作業を始める前にタブレット設定のバックアップを作成することを
お勧めします。ワコムタブレットユーティリティでは、「ログイン
ユーザー」または「すべてのユーザー」を選択します。次に、
「バックアップ」をクリックし、設定指示に従います。

• 次に、下記のとおり、タブレット設定を削除します。
• シングルユーザの場合  ユーティリティが起動したら、「ログイ
ンユーザー」を選択し、「削除」をクリックします。ログアウト
して、ログオンします。  タブレットドライバが読み込まれると、
標準設定の状態で新しい設定ファイルが作成されます。

• 複数ユーザの場合  ユーティリティが起動したら、「すべての
ユーザー」を選択し、「削除」をクリックします。ログアウトし
て、ログオンします。  タブレットドライバが読み込まれると、
標準設定の状態で新しい設定ファイルが作成されます。

補足：ユーティリティの中の「復元 ...」をクリックして、バックアッ
プ済みの「ログインユーザー」または「すべてのユーザー」の
設定ファイルを素早く復元することができます。

補足：「WacomTablet.Prefpane」ファイルを「ライブラリ」の
「PreferencePanes」フォルダから手動で削除しないでくださ
い。このファイルを削除するのは、タブレットドライバをアン
インストールする場合と、ワコムタブレットユーティリティを
使用する場合だけです。
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テクニカルサポート
タブレットに問題がある場合、初めにタブレットのクイックスタートガイドを読んで、正しくインストー
ルされていることを確認してください。  次に、このユーザーズガイドの中のトラブルシューティングをご
覧ください。問題の内容が記述され、解決法が示されています。
このユーザーズガイドで解決法が見つからない場合、「Read Me」ファイル（タブレットドライバCD-
ROMにあります）に、問題に関する最新情報が記載されていることがあります。ワコムのホームページ
の製品 FAQ（よくある質問）もチェックしてください。
http://tablet.wacom.co.jp/support/faq/
インターネットが接続できる場合は、ワコムのホームページから最新のタブレットドライバをダウンロー
ドすることができます。ドライバのダウンロードをご覧ください。
ワコムのホームページにアクセスして、「ユーザサポート」のコンテンツをチェックしてください。お電
話をかける前に、問題の解決法が見つかるかもしれません。
問題が解決せず、タブレットが適切に動作していないと思われる場合、ワコムのサポートセンターに連絡
してください。  連絡先については、タブレットに付属のタブレットドライバCD-ROMに収録されている
「Read Me」ファイルをご覧ください。
電話によるサポートを受ける場合、次の情報を用意してください。

• 本書
• タブレットのシリアル番号とモデル名（タブレットの裏面をご覧ください）
• ドライバのバージョン  （タブレットドライバCD-ROMをご覧ください。あるいはコントロールパ
ネルの「タブレットについて」ボタンをクリックしてください）

• コンピュータの製造元と型式、およびOSのバージョン
• コンピュータに接続された周辺機器のリスト
• 問題が発生したときに使用していたソフトウェアとバージョン
• 画面に表示された正確なエラーメッセージ
• 問題が発生したときに起こったことにどう対処したか
• どのように問題を解決しようとしたか

FAXにて修理をご依頼になる場合は、お問い合わせ／修理依頼票をコピーし、必要事項をご記入の上、お
問い合わせ／修理依頼票に記載の FAX番号までお送りください。
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ドライバのダウンロード
ワコムは新しい製品との互換性を維持するために、定期的にタブレットドライバを更新します。機能を最
適に使用するためにドライバを定期的に更新することをお勧めします。新しいタブレットドライバ（利用
できる場合）は、ワコムのホームぺージからダウンロードすることができます。
ダウンロードページ：http://tablet.wacom.co.jp/download/
重要：インターネットからダウンロードしたタブレットドライバでバージョンアップする場合、イ

ンストール前に古いドライバをアンインストールすると、電子マニュアルがシステムから削
除されます。また、すべての設定がお買い上げ時の状態に戻ります（標準設定で「タブレッ
トの向き」をカスタマイズしていた場合も、右利き用に変わります）。
バージョンアップをするときは、古いドライバに新しいドライバを上書き（更新インストー
ル）することをおすすめします。
また、旧製品のドライバがインストールされている場合は、そのタブレットドライバを削除
した後コンピュータを再起動し、新しいドライバをインストールしてください。
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付録
このセクションは、Intuos5シリーズのお手入れに関するヒント、タブレットドライバをアンインストー
ルする方法、デジタルインクなどに関する情報を記載しています。

Intuos5シリーズのお手入れ
芯を交換する
タブレットドライバのアンインストール
エクスプレスビューを使う
設定ファイルの管理
複数タブレットの設置
タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを使う
上級者向けの設定を組み込む
エアブラシとアートペンを使う
マウスの使用
Windows でのペンおよびデジタルインク入力機能
製品情報
オプション品の注文

Intuos5シリーズのお手入れ
入力デバイスとタブレットは清潔にお使いください。ちりや砂ぼこりは入力デバイスに付いて、タブレッ
トの表面を傷付けてすり減らす原因となります。水、または薄い石鹸水で湿らせた柔らかい布で定期的に
拭くと、タブレットと入力デバイスを長期間ご利用いただけます。アルコール、シンナー、あるいはベン
ゼンのような揮発性の液体は、プラスチックケースを傷めますので使用しないでください。
タブレットは清潔な涼しい場所に、極端な温度変化を避けて保管してください（室温が最適です）。
タブレットおよび入力デバイスは分解しないでください。ペンを強くねじると、ペンが壊れる可能性があ
ります。製品を分解すると、保証が無効になります。
重要：タブレットや入力デバイスに液体をこぼさないように注意してください。特にタブレット

や、ペン先とテールスイッチ（消しゴム）を含むデバイスボタンを濡らさないよう注意して
ください。 液体が入ると故障するデリケートな電子部品を内蔵しています。

タブレットに傷をつけないよう、ペン先（芯）は適宜交換しください。芯が磨耗したり尖っていると、タ
ブレットの表面を傷つけることがあります。芯を交換するをご覧ください。
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芯を交換する

タブレットを保護し、最適な操作性を保つために、定期的にペン先（芯）を交換してください。
重要：芯の外観が下図のようになる前に、新しい芯と交換してください。

1. ペンスタンドの底部分を回して外し、芯抜きと替え芯を取り出します。

2. 芯抜き、ピンセット、毛抜き、ラジオペンチなどをお使いください。ペンから真っ直ぐ引き抜きます。

芯（ペン先）は、通常の使用で磨耗しま
す。 
筆圧をかけすぎると磨耗が早まります。  
ペン先が短くなったり、平らになった場合
には、芯を交換してください。

芯抜き

替え芯
• 標準芯5本（黒色）
• ハードフェルト芯3本（グレー）
• エラストマー芯1本（中心が白色、外縁が黒色）
• ストローク芯1本（白色、バネ付き）
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3. 新しい芯の先を、ペンの軸に真っ直ぐに差し込みます。  芯が止まるまでしっかり差し込んでください。

警告
小さなお子様がペンや芯などを口の中に入れないようにご注意ください。芯やサイドスイッチなど
が抜けて飲み込んだり、またペンが故障する恐れがあります。

交換部品については、クイックスタートガイドをご覧ください。

重要：ペンを使用していない間は、ペンスタンドに置くか机の上に寝かせてください（オプション
品のエアブラシは、机の上に寝かせてさい）。
ペン先がテールスイッチに接触するような入れ物に入れて、保管しないでください。ペン先
やテールスイッチを押した状態でペンを収納すると、ペンが故障する場合があります。

タブレットドライバのアンインストール
タブレットドライバをシステムからアンインストールする場合は、以下の方法で行ってください。

Windows 7 およびVista：「スタート」ボタンをクリックし、「コントロールパネル」を開きます。「コン
トロールパネル」ウィンドウで、「プログラムと機能」をクリックします。 ダイアログボックスから「ワコ
ムタブレット」を選択します。「アンインストール」をクリックして、画面の指示に従ってタブレットド
ライバを削除します。画面の指示があれば、ユーザ名とパスワードを入力します。タブレットドライバを
アンインストール後に、必ずコンピュータを再起動してください。
Windows XP：Windows の「スタート」ボタンをクリックし、「コントロールパネル」を開きます。「コ
ントロールパネル」ウィンドウで「プログラムの追加と削除」をクリックします。「プログラムの追加と
削除」ウィンドウで「ワコムタブレット」を選択し「削除」をクリックします。画面の指示に従ってタブ
レットドライバを削除します。画面にプロンプトが表示されたら、管理者ログオン名とパスワードを入力
してください。タブレットドライバをアンインストール後に、コンピュータを再起動してください。
Mac：「Finder」の「移動」メニューから、「アプリケーション」を選択し、「ワコムタブレット」フォル
ダを開きます。「ワコムタブレット ユーティリティ」アイコンをダブルクリックして、タブレットドライ
バ項目の「削除」ボタンを選択します。「ユーザー名」と「パスワード」を入力します。削除が終了した
ら、「OK」をクリックします。タブレットドライバをアンインストールしたら、コンピュータを再起動し
てください。

補足：パスワードとはMac のログインパスワードです。

重要： • タブレットドライバをアンインストールすると、ペンタブレットのタブレット機能は動作し
なくなりますが、タッチ入力でお使いの場合はマウスとして機能します。

• インターネットからダウンロードしたタブレットドライバでバージョンアップする場合、イ
ンストール前に古いドライバをアンインストールしないでください。詳しくはドライバのダ
ウンロードをご覧ください。

芯 1mm以下「×」

補足：ストローク芯にはバネが組み込まれているため、独特の手応えが加わります。ストローク芯は、標準の芯
と同じ方法で取り付けることができます。
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エクスプレスビューを使う
ファンクションキーの1つに指で触れる（タッチする）と、お使いのメインディスプレイにエクスプレス
ビューが表示されます。
下図は Intuos5 touch medium(PTH-650) ファンクションキーの、標準設定を表します。

• タッチしたファンクションキーがハイライトで表示されます。ファンクションキーの列に沿って指を
動かし、画面の他のキーをハイライトさせます。無効なファンクションキーがある場合、そのキーは
無効として表示されるか、またはキーそのものが表示されない場合もあります。

• ファンクションキーから指を離すか、または一定時間を超えてキーの上に指を置き続けると、エクス
プレスビューの表示は閉じます。

補足：ファンクションキーを押しても、エクスプレスビューは起動できません。
エクスプレスビューの表示を無効にするには、コントロールパネルを開いて「ファンクション
キー」タブを選択し、「エクスプレスビューを表示」ボックスのチェックを外します。
再度エクスプレスビューを有効にするときは、「エクスプレスビューを表示」ボックスにチェック
を入れます。
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設定ファイルの管理
ワコムタブレットの設定ファイルユーティリティを使用すると、シングルユーザーまたはマルチユーザー
のタブレット設定ファイルの管理が行えます。
Windowsの場合：最初に起動中のソフトウェアをすべて終了します。次に、「スタート」アイコンをク
リックし、「すべてのプログラム」を選択します。「ワコムタブレット」→「ワコムタブレット設定ファイ
ルユーティリティ」を選択します。
• ログインユーザーの設定ファイルを削除するには、「ログインユーザーの設定ファイル」から「削除」
をクリックします。

• マルチユーザーの設定ファイルを削除するには、「すべてのユーザーの設定ファイル」から「削除」を
クリックします。すべてのユーザーの設定ファイルを削除するには、administrator 権限が必要です。
最後に現在開いているタブレット用ソフトウェアを再起動してください。

• 現在の設定ファイルをバックアップするには、「ログインユーザーの設定ファイル」から「バックアッ
プ」をクリックします。

• 以前にバックアップを行った設定ファイルを復元するには、「ログインユーザーの設定ファイル」から
「復元」をクリックします。

• 表示されるダイアログの内容を確認してから、実行してください。
Macの場合：最初に「アプリケーション」フォルダを開きます。次に「ワコムタブレット」フォルダを開
いて、「ワコムタブレットユーティリティ」を実行します。
• 設定ファイルを削除するには、「ログインユーザー」または「すべてのユーザー」のいずれかを選択し
てから、「削除」をクリックします。ログアウトしてから再度ログオンします。タブレットドライバが
読み込まれると、新しい設定ファイルが標準設定で作成されます。

• 設定ファイルをバックアップするには、「ログインユーザー」または「すべてのユーザー」のいずれか
を選択してから、「バックアップ」をクリックします。

• 以前にバックアップを行った設定ファイルを復元するには、「ログインユーザー」または「すべての
ユーザー」のいずれかを選択してから、「復元」をクリックします。

• 表示されるダイアログの内容を確認してから、実行してください。
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複数タブレットの設置
お使いのシステムに検出されたタブレットは、コントロールパネルの「タブレット」リストにアイコンと
して表示されます。

タブレットを追加する場合は、追加するタブレットをコンピュータに接続してください。システムが自動
的にタブレットを認識して初期化し、コントロールパネルにタブレットアイコンを表示します。
重要：複数のタブレットをWindowsシステムに追加する場合、ソフトウェアによっては追加され

たタブレットでテールスイッチ（消しゴム）が機能しない場合があります。最初にコント
ロールパネルに設置されたタブレットでは、正しく機能します。

ドライバから複数あるタブレットのうちの１つを削除するには： 削除するタブレットを選択します。「タ
ブレット」リストのとなりにある［ー］ボタンをクリックします。
• コントロールパネルの「タブレット」リストからタブレットを削除するには、タブレットとコン
ピュータが接続されている必要があります。

• タブレットをドライバに再度追加するには、先にコンピュータを再起動する必要があります。

入力デバイスとソフトウェアをカスタマイズす
るタブレットのアイコンを選択します。
• コントロールパネルは、サポートされてい
るタブレットがコンピュータに接続されて
いないときは表示されません。

• 接続されているタブレットの設定を、表示
または変更することができます。
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タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアを使
う
ソフトウェアによっては、ファンクションキーまたはタッチホイール機能を直接コントロールするように
設計されているものがあります。
このようなソフトウェアでは、ファンクションキーまたはタッチホイールがコントロールパネルで設定さ
れている機能とは異なる動きをする場合があります。
• ファンクションキーの1つがソフトウェアによって書き換えられた場合、ファンクションキーの設定は
自動的に更新され、「アプリケーションの設定に従う」が表示されるか、または新しい機能名が付けら
れます。ソフトウェアによっては、ファンクションキーのいくつか、またはすべてがソフトウェアに
より書き換えられることがあります。

• タッチホイールの機能がソフトウェアによって書き換えられた場合、すべてのタッチホイール機能が
影響を受けます。ソフトウェアがタッチホイール機能の一部を書き換えると、残りの機能は「スキッ
プ」に設定されます。

• ソフトウェアが実行中または画面の最前面にある場合のみ、このソフトウェアはファンクションキー
あるいはタッチホイールの機能をコントロールします。そのソフトウェアを終了する（または作業す
るために別のソフトウェアのウィンドウ枠を選択する）と、コントロールパネルの設定は以前の状態
に戻ります。

• 画面の最前面にあるソフトウェアに対して、ファンクションキー、タッチホイールまたはペンの機能
の設定を確認するには、ファンクションキーを「設定内容の表示」に設定し実行します。

通常、このような処理を組み込んだソフトウェアでは、ワコム製品の使用にあたり、この機能を選択しな
いかまたは無効にできます。機能についての具体的な詳細、およびこの機能をカスタマイズする、または
無効にする方法についてはソフトウェアで提供される取扱説明書をご覧ください。
ソフトウェア操作時に表示される説明、またはソフトウェアの取扱説明書に、この機能を無効にする方法
が記載されていない場合、コントロールパネルを使って、特定のアプリケーションソフトウェアに対する
設定を作成し、タブレットコントロールができる処理が組み込まれたソフトウェアの動作に優先させるこ
とができます。
特定のソフトウェアに対する設定を作成するための情報については、特定のアプリケーションソフトウェ
アに対する設定をご覧ください。
重要：特定のソフトウェアに対する設定を、タブレットコントロールできる処理を組み込んだアプ

リケーションで作成した場合、「アプリケーションの設定に従う」をファンクションキーま
たはタッチホイールに設定すると、このアプリケーションによってこれらの機能がコント
ロールされます。
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上級者向けの設定を組み込む
上級者向けの設定を組み込む機能によって、XML(Extensible Markup Language) ファイルの指定どお
りにカスタマイズされたコントロールパネルの設定を組み込むことができます。
• ソフトウェア開発者によっては、そのソフトウェアをワコム製品で使用する際に最適なパフォーマン
スが得られるよう、特別に設計されたカスタム設定ファイルを作成している場合があります。

• お使いの製品で利用できるカスタム設定ファイルについては、ワコムのホームページをご覧ください。
• XMLファイルによっては、複数のソフトウェアに対応してカスタマイズされた設定を含む場合があり
ます。これらの設定はファンクションキー、タッチホイール、ラジアルメニュー、あるいはペンのサ
イドスイッチおよび消しゴム機能に適用できる場合があります。

上級者向けの設定を組み込むには：
1. 特定のソフトウェアでの使用に対応したXMLファイルを選択します。選択したファイルをダブルク
リックします。

2. 確認ダイアログの指示を確認し、指示に従って操作します。
• 複数のソフトウェアに対応する設定が組み込まれると、それらのソフトウェアの以前の設定は書き
替えられる場合があります。

• 上級者向けの設定を組み込む前に、コントロールパネルの既存設定をバックアップしておくことを
おすすめします。

• 設定の組み込みを途中で中止したり、再開することができます。
3. 設定の組み込みを選択した場合、XMLファイルで記述された設定のみが組み込まれます。
対応するすべての設定は、新しい設定値で書き替えられます。それ以外のすべての既存設定は変更さ
れません。

組み込みが完了したら、新しい設定をコントロールパネルで確認することができます。
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エアブラシとアートペンを使う

オプション品のエアブラシは、グリップペンのように使うことができ、さらに付属のホイールを使って、
エアブラシの太さなどに変化を与えることができます。
エアブラシを親指と中指で持ちます。人差し指で回転させやすい位置にホイールを配置します。エアブラ
シを傾けて、筆圧を使用して色を塗ったり絵を描いたりするのに適した位置を探します。
ソフトウェアのサポートにより、エアブラシの写実的な描写がシミュレートできます。例えば、ペン先の
筆圧でブラシのサイズをコントロールしたり、エアブラシを傾けることでスプレーパターンを長くできま
す。また、ホイールを回転させることでスプレーの強さを調節します。

オプション品のアートペンは、ペンに与える筆圧、傾き、回転に対応します。

重要：エアブラシまたはアートペンを使用していないときは、机の上に横にして置いてください。
入力デバイスの感度を保持するために、ペン先やテールスイッチ（消しゴム）に接触するよ
うな入れ物に入れて保管しないでください。また、タブレット上に Intuos5シリーズの入
力デバイスを置いたままにすると、通常のマウスなどを使う場合、ポインタの移動ができな
い場合があります。

ワコムのホームページで、エアブラシのホイール、アートペンの回転をサポートしているソフトウェアを
確認できます。エアブラシとアートペンの購入方法については、オプション品の注文をご覧ください。

サイドスイッチ
標準設定：

Windows: 「右ボタンクリック」
Mac: 「ダブルクリック」

ホイール
手前に回転させると、インクの量またはブラシの
サイズが大きくなり、奥へ回転させると少なくな
ります。
人差し指でホイールを操作します。ホイールはペ
ン先に適する筆圧とは無関係に操作できます。

テールスイッチ

ぺン先（芯）は交
換可能です。

サイドスイッチ
標準設定：

上側： 「ダブルクリック」
下側： 「右ボタンクリック」

テールスイッチ
回転はサポートしていません

ぺン先（芯）は交換可
能です。

アートペンは、ペン軸360°の回転をサポートします。回転の検
出をサポートするソフトウェアで使用すると、アートペンを少し回
転させるだけで、線の幅を狭くしたり太くしたりできます。
絵を描いているとき、非円形のブラシの回転を様々に変えることに
より、ストロークの線幅を変化させることができます。ソフトウェ
アで選択したブラシの形の特徴に応じて、カリグラフィペン、幅広
のフェルト芯アートペンやその他の非円形のブラシまたはツールを
シミュレートできます。
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マウスの使用
オプション品のマウスはコードレスで電池レスです。Intuos5シリーズで動作します。

重要：オプションのマウスを使用しないときは、机の上に置いてください。入力デバイスをタブ
レットの上に置いたままにすると、通常のマウスなどを使うとき、ポインタの位置決めがで
きなくなる場合があります。また、コンピュータがスリープしなくなる場合があります。

マウスボタンのカスタマイズもご覧ください。

奥と手前のボタン
インターネットブラウザの「進む」
と「戻る」に相当します。

右ボタン
押すと、コンテキストメニューが表示され
ます。

左ボタン
標準設定で「クリック」が設定されていま
す。オブジェクトの選択で使用します。

マウスボタンの標準設定

左ボタン： 「クリック」
右ボタン： 「右ボタンクリック」
中ボタン： 「中ボタンクリック」
奥： 「進む」
手前： 「戻る」

マウスモードの設定

タッチホイール
ホイールは回転させる、および押す（追加のボ
タン機能）のどちらかで操作できます。
• ホイールを回転すると、ほとんどの画面や
ソフトウェアでスクロールが実行されま
す。ホイールを手前に回すと下方向に、逆
に回すと上方向にスクロールされます。

• ホイールを押すと、「中ボタンクリック」
が実行されます。

ヒント：ホイールマウスをサポートする
Microsoft Office では、［Ctrl］キー
を押しながらホイールを回転させる
と、ズーム操作を実行することができ
ます。
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マウスボタンのカスタマイズ
マウスでコントロールパネルを開いてください。自動的に「入力デバイス」リストで「マウス」が選択さ
れます。自動的にマウスが選択されない場合は、手動で「入力デバイス」リストから「マウス」を選択
し、「マウス」タブを選択してください。

マウスボタンは複数同時押しが可能です。たとえば、１つのボタンに [Ctrl] キーを、別のボタンに [Alt]
キーストロークをシミュレートするよう設定した場合、両方のボタンを押すと、[Ctrl]+[Alt] が実行され
ます。
補足：左手操作用のマウスを設定するには、必要に応じてボタン機能を再度割り当てます。コントロール

パネルを開いて、「オプション」をクリックして、「利き手の設定」で「左」を選択します。

マウスボタンのボタン機能を選択
します。

「ホイール」で、ホイールのオプションを設定します。

スクロール 標準設定。「スクロールスピード」：ホイールを1ノッチ（目盛り）回転させたときのスク
ロールの速度を選択します。
「同時押しキー」：スクロールしながら押す修飾キーを選択します。ズーム操作、または他の
操作をソフトウェア内で実行する場合に使えます。
（Macの場合：[option]、[command（アップルキー）]、[control]、[shift] キーを利用
できます。）

キーストローク 「キーストローク」オプションを選択して、機能をホイールに割り当てます。繰り返しの多
い機能を使用する場合に役立ちます。設定したキーストロークは、ホイールの1ノッチ（目
盛り）につき1つ送られます。
キーストローク動作の速度を2倍にするには、「キーストロークを登録」ダイアログボック
スで2度キーストロークを入力してください。

無効 ホイール機能を無効にします。
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マウスのテスト
1. コントロールパネルから「診断」ダイアログボックスを開きます。タブレットおよび入力デバイスの
テストをご覧下さい。

2.「診断」ダイアログボックスを開いたまま、マウスをタブレットの操作エリアに置きます。各ボタンを
クリックして、ボタンをテストします。タブレットのステータスランプが明るく点灯すれば正常です。
また「スイッチ」の状態が変わります。

3.「診断」ダイアログボックスを最初に開いた場合、「ホイール」の状態は0のはずです。ホイールを手
前に回すと、「ホイール」の状態は0から1に変われば正常です。

4. ホイールを奥へ回すと、「ホイール」の状態は－1まで変化すれば正常です。
終了したら、「閉じる」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

5
2

4

31
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Windows でのペンおよびデジタルインク入力機能

Microsoft Windows 7 (Starter を除く）およびWindows Vista (Home Basic を除く）は、ペン入力
機能に対応しています。Intuos5シリーズとワコムペンを使用して、素早く直感的な反応をお確かめくだ
さい。 
• 手書きメモ帳機能：Windows 7 およびWindows Vista の「Windows Journal」をタブレットで操
作すれば、手書きメモや図形をファイルに直接書きこむことができます。手書き入力した内容を確認
するには、Windows Jounal の検索エンジンを使用します。

• 手書き文字認識機能：タブレットで素早く書いた手書き文字をテキストに変換する機能です。
• ジェスチャー機能：タブレットの操作面での簡単な動作によって、カスタマイズ可能な操作を実行で
きます。ジェスチャー機能をカスタマイズするときは、Windows 7 の「ペン＆タッチ」、または
Windows Vista の「ペンと入力デバイス」コントロールパネルの「フリック」タブを選択します。

• Office 2007デジタルインク機能：タブレットを接続し、ペンを使って手書き文字や図形などを自由
に書き込むことができる機能です。デジタルインク機能は、該当する各ソフトウェアの「レビュー」
タブにありますので、ご活用ください。

Windows 7 またはWindows Vista Tablet PC 入力パネルによって、ワコムペンを使って手書きする
か、画面上のキーボードでテキストを直接入力することができます。
また、以下のようにして入力パネルを起動することもできます。
• 画面のポインタをテキスト操作エリアに移動すると表示される入力パネルのアイコンをクリックしま
す。

• 標準設定で表示画面の左端に配置されている入力パネルのタブをクリックします。
• Windowsのタスクバーに配置されている「Tablet PC 入力パネル」アイコンをクリックします。アイ
コンが見えない場合は、タスクバーを右ボタンクリックして、「ツールバー」、「Tablet PC入力パネ
ル」を選択します。

入力パネルを無効にするには： 
1.「Tablet PC入力パネル」を開きます。 
2.「ツール」「オプション」の順に選択します。 
3.「開き方」タブを選択して、次のボックスのチェックを外します： 

• 「タブレットペン入力の場合、テキストボックスの横にアイコンを表示する」
• 「入力パネルタブを使用する」

4.「OK」をクリックします。
詳しくは、WindowsトレーニングツールおよびTablet PC チュートリアルを含め、ご使用システムの付
属文書を参照してください。「Tablet PC ペントレーニング」を起動するには、「スタート」メニューから
「すべてのプログラム」、「TABLET PC」「TABLET PCペントレーニング」の順に選択します。「スター
ト」メニューからトレーニングツールを起動できない場合は、Windowsのヘルプを検索してください。

Windowsのデジタルインク入力機能に関する追加情報は、Microsoft のホームページで検索してくださ
い。
補足：ワコムタブレットドライバでは、Windows 7 およびWindows Vista での描画性能改善のため

に、下記の次善策をとっています。
• ペンフリックおよび「プレスアンドホールド」機能は、Wintab API を使うグラフィックソフト
では無効になります。

• Windows 7 の「ペンとタッチ」コントロールパネル、またはWindows Vista の「ペンと入力
デバイス」コントロールパネルで、ペンフリックおよび「プレスアンドホールド」の両方の機能
を無効にして、Windows Journal や他のインク機能で描画する場合、筆圧が無効になります。
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製品情報
Intuos5シリーズに関する詳細や、Windows 7 およびWindows Vista で様々なペン機能とデジタルイ
ンク機能をフルに活用する方法やソフトウェアについては、ワコムのホームページ（http://
tablet.wacom.co.jp）をご覧ください。
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オプション品の注文
Intuos5シリーズはクリエイティブな仕事に携わる方に最適なツールです。グリップペンやその他の入力
デバイスを組み合わせ、イラスト作成や画像編集を行うことができます。グリップペンやその他の入力デ
バイスにはそれぞれ固有のデバイス IDが書き込まれ、それぞれに設定を記憶することも可能です。
Intuos5シリーズの機能を最大限に使いこなすために、ワコムのホームページでオプション品の情報をご
覧ください。
これらの入力デバイスやその他のオプション品を購入するには、ワコムのホームページをご覧下さい。
http://store.wacom.jp/
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用語
エクスパンド　タッチによる操作での動作の1つ。  2 本の指をくっつけた状態でタブレットにタッチし、
次にタブレットに触れたまま指を開きます。

回転　タッチによる操作での動作の1つ。  2 本の指を少し開いてタブレットにタッチし、円を描くように
順方向／逆方向に回します。  または1本の指を固定して、もう一方の指を固定した指の周囲を巡るように
回します。

傾き感度　入力デバイスが傾く角度を読み取るペン先とテールスイッチ（消しゴム）の特性。これは、傾
き対応のソフトウェアで、ペン、ブラシ、消しゴムの自然な感じのストロークを作成するのに役立ちま
す。

画面のポインタ　表示画面のポインタ。ポインタは、起動しているソフトウェアにより、I 型ポインタ、
矢印、ボックスなど、様々な形に変わります。

クリック圧　クリックするとき、ペン先にかかる力の大きさ。

消しゴム対応　消しゴム機能に対応しているソフトウェア。ソフトウェアによっては、テールスイッチ
（消しゴム）を別の機能に使うことができます。

操作エリア　タッチまたは入力デバイスが検出されるタブレット上の操作領域および描画領域。  タッチセ
ンサーをご覧ください。

修飾キー　修飾キーには、Windowsでは「Shift」、「Alt」、「Ctrl」キーが、Macでは「shift」、
「control」、「command」、「option」キーが含まれます。サイドスイッチやファンクションキーを、修飾
キーが実行されるようにカスタマイズすることができます。

芯　ペン先で交換が可能な部分。

スワイプ　タッチによる操作での動作の1つ。 ３本、４本または5本の指でタブレットにタッチし、同じ
方向に動かします。

タッチセンサー　タッチ入力を検出するための Intuos5シリーズの操作領域。タッチセンサーは操作エ
リア内にあり、ペン入力は検出しません。

タッチ入力　タブレット上で指先でコンピュータを操作する方法。タッチホイールを使うをご覧くださ
い。

タッチホイール　タブレット上にある、カスタマイズ可能なリング状の装置です。

タップ　タッチによる操作での動作の1つ。  指 1本でタブレットにタッチしてから離します。

縦横比　タブレット、またはディスプレイ画面の縦と横の比率。
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ダブルクリックアシスト　ダブルクリック距離の大きさを設定することにより、ダブルクリックを簡単に
するコントロールパネルの機能。

ダブルクリック距離　ペン先でダブルクリックするときに、2回目のクリックでずれてもよい距離を画面
のドット数で表します。ダブルクリック距離を大きくすると、ペン先でダブルクリックはしやすくなりま
すが、グラフィックソフトによっては、線の引き初めにポインタがダブルクリック距離の外へ出るまで線
が現れないことがあります。

ダブルクリック速度　ダブルクリックの１回目と２回目のクリックの間隔の設定。遅くするとペン先でダ
ブルクリックしやすくなりますが、グラフィックソフトウェアによっては、線の引き始めに「ダブルク
リックの速度」で設定されている時間が過ぎるまで線が現れないことがあります。

デジタルインク　コンピュータへのペン入力で作成した手書きのコンテンツについての総称。この手書き
のコンテンツには、画像、インク・マークアップ、手書きがあります。手書きのコンテンツは、キーボー
ド入力されたテキストに変換するか、手書きのままで使用することができます。システムおよびソフト
ウェアの設定に応じて、デジタルインクによる手書きのテキストを書き終わった文字からすぐに変換する
ようにもできますし、最後にまとめて変換することもできます。

特定のソフトウェアに対する設定　ソフトウェアごとに入力デバイスとタブレットの設定をカスタマイズ
します。コントロールパネルを使って、目的のソフトウェアで特別に機能するようにカスタマイズしま
す。特定のソフトウェアに対する設定は、設定したソフトウェアを使用すると必ず実行されます。 特定の
アプリケーションソフトウェアに対する設定をご覧ください。

トラック　タッチによる操作での動作の1つ。  指 1本でタブレット面にタッチし、そのまま移動させま
す。

ピクセル　画面上の最小の測定単位。

筆圧対応　ペン先およびテールスイッチ（消しゴム）にかかる圧力を感知します。筆圧に対応したソフト
ウェアで、自然な感じに文字を書いたり、色を塗ったりできます。ブラシの太さなども調節できます。

筆圧対応ソフト　筆圧機能に対応するソフトウェア。

パン　タッチによる操作での動作の1つ。 タブレットにタッチし、同じ方向に動かします。

ピンチ　タッチによる操作での動作の1つ。  2 本の指を少し離した状態でタブレットにタッチし、 次にタ
ブレットに触れたまま2本の指をくっつけます。

ファンクションキー　タブレットに装備されたカスタマイズ可能なコントロールキー。ファンクション
キーを使うをご覧ください。

ファンクションキーを左側　「タブレットの向き」の設定。タッチホイールとファンクションキーがタブ
レットの左側になります。

ファンクションキーを右側　「タブレットの向き」の設定。タッチホイールとファンクションキーがタブ
レットの右側になります。
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ペアリング　2台のデバイス間に仮想ケーブルリンクを確立する方法。

ペン入力　タブレット上でペンツールを使ってコンピュータを操作する方法。

ペンモード　ペン入力によるポインタの位置決め方法。ペンツールをタブレット上に置くと、画面のポイ
ンタは、画面上の対応点にジャンプします。これは絶対座標で、入力デバイスの標準設定です。ペンモー
ドでは、先に画面上でポインタを見つける必要はなく、ポインタをすぐに配置させることができます。マ
ウスモードもご覧ください。

ホイール　マウスとオプション品のエアブラシのコントロールホイール。

ポインタの加速　マウスモードのとき、ポインタの加速を調整することができます。

ポインタの速度　マウスモードのとき、ポインタのスピードを調整することができます。

マウスモード　ポインタの位置決めの方法。入力デバイスをタブレット上に置くと、ポインタは、従来の
マウスと同様に動いた方向と距離に応じて移動します。  
これは相対位置で、マウスの標準設定です。   ペンモードもご覧ください。

マッピング　タブレット上の入力デバイスの位置と画面上のポインタの位置との関係。

マッピング画面切り替え　マルチディスプレイ全体、または1つのディスプレイを使って作業できます。
システムがマルチディスプレイで構成されている場合にお使いになれます。マッピング画面切り替えを使
うをご覧ください。

読み取り高さ　ペンが検出されるタブレットの操作エリアからの高さ。ポインタの移動もご覧ください。

ラジアルメニュー　円型の階層メニュー。各階層のメニューは8つの項目から構成され、オプション機能
を設定できます。メニューを表示するために、デバイスボタンに機能を割り当てる必要があります。

LED　Light-Emitting Diode（発光ダイオード）。タブレットの表示ランプに使用されます。

Tablet PC入力パネル　Microsoft Windows Tablet PC 入力パネルで、ペンを使って手書きメモを作
成したり、画面上のキーボードを使って文字入力を行うことができます。入力パネルは、手書き文字をテ
キストに変換します。Tablet PC 入力パネルから入力した文字を文書や表計算、イラストに挿入できま
す。

USB　Universal Serial Bus。  コンピュータの周辺装置を接続するためのハードウェアインタフェース
の基準。USBポートはホットプラグに対応し、これによりコンピュータの電源を切らなくてもUSBデバ
イスの接続と取り外しが可能です。

Windows Journal　紙のメモ帳の電子版だが、デジタルノートの特長も備えたMicrosoft Windowsソ
フト。たとえば、簡単に描画や手書きのメモを作成して、テキストに変換した後、デジタルデータとして
ほかの人たちに送ることができます。Windows Journal には、様々なペン、マーカー、ハイライトツー
ルに加えて、ペンのテールスイッチで動作する消しゴム機能が備えられています。Windows Journal で
は、手書きのコンテンツも検索できます。

Wintab　タブレットの情報を受け取るWindowsソフトによって使用されるインタフェースの基準。
Intuos5シリーズは、Windows環境でWintab と互換性のあるソフトウェアにすべて対応します。
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このページを印刷してご利用ください（「お問い合わせ」または「修理依頼」に○
をつけてください）。太枠内を記入してください。

お問い合わせ／修理依頼票

ここに記入されたお客さまの個人情報は、お客さまへのサポート、および修理品の返却のみに利用し、それ以外に利
用することはありません。

 お問い合わせ
 修理依頼

受付　No. 発信 年　　　月　　　日

お 
客 
さ
ま

フリガナ 会社名
（学校名 )
・所属部署氏名

使用場所 会社 ( 学校 ) ・ 自宅 連絡先 会社 ( 学校 ) ・ 自宅

住所

〒       　　　　　　　　　　　※修理のご依頼の場合は、修理完了品の返送先をご記入ください。

E-mail：
TEL 　　　　（　　　　） FAX 　　　　（　　　　）

タ
ブ
レ
ッ
ト

型式 PTH - 450、PTH - 650、PTH - 850、
PTK - 450、PTK - 650 シリアル番号

タブレットドライバ バージョン：
購入年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日

使
用
環
境

使用
コンピューター

メーカー： 機種名：
モデム内蔵Yes ・ No 使用 OS （バージョン：　　 )

使用アプリケーション （バージョン： 　　　　　　　　　　　)

周
辺
機
器
な
ど

種類 メーカー 機種名 接続ポート

他の
USB機器

USBハブ
ディスプレイ
ビデオカード

内
容

現象発生日 　　　　　年　　　　月　　　　日
現象発生頻度 常時・ときどき（システム起動時・使用中・その他： 　　　　　　　　　     　　   )

FAX送付先 ： 03-5337-6514

その他
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Wacom International Offices
株式会社ワコム TABLET SALES DIVISION Wacom Co., Ltd. ASIA PACIFIC DIVISION
〒 160-6131　 Asia Pacific Office
東京都新宿区西新宿8-17-1 Sumitomo Fudosan Shinjuku Grand Tower 31F,
住友不動産新宿グランドタワー31階 8-17-1 Nishi-Shinjuku, Shinjuku-ku, Tokyo 160-6131, 
インターネット：http://wacom.jp/ Japan
ワコムサポートセンター Telephone
電話：0570-05-6000 General: +81-3-5337-6709
受付時間 平日 9:00～ 20:00 Fax: +81-3-5337-6514

土曜 10:00～ 17:00
（日曜、祝日、および年末年始など
弊社指定休日を除く）

Wacom Technology Corporation Wacom Europe GmbH
1311 SE Cardinal Court Europark Fichtenhain A9,
Vancouver, WA 98683 47807 Krefeld,
U.S.A. Germany
Telephone Telephone
General: +1-360-896-9833 General: +49-(0)2151-3614-0
Fax: +1-360-896-9724 Fax: +49-(0)2151-3614-111

Wacom China Corporation Wacom Korea Co., Ltd.
Unit 2807, 28th Floor, SK Tower, Rm #1211, 12F, KGIT Sangam Center,
No 6 Jia, Jianguomenwai Avenue, 402 worldcup bukro, Mapo-gu,
Beijing, China 100022 Seoul 121-913, Korea
http://www.wacom.com.cn Telephone: +82-2-557-3894

Fax: +82-2-557-3895

Wacom Australia Pty. Ltd. Wacom Singapore Pte. Ltd. (Singapore)
Unit 8, Stage 1 Cumberland Green #12-09 Suntec Tower Five
2-8 South Street, Rydalmere 5 Temasek Boulevard,
NSW 2116 Australia Singapore 038985
Telephone Telephone
General: +61-2-9422-6700 General: +65-6258-8640
Fax: +61-2-9420-2272 Fax: +65-6258-8697

Wacom Taiwan Information Co., Ltd. Wacom Hong Kong Limited
9F-1, No.237 Songjiang Rd., Room 2105, C C Wu Building
Zhongshan Dist. Taipei 104 302-308 Hennessy Road
Taiwan Wanchai, Hong Kong
Telephone: +886-2-2516-1718 Telephone: +852-25739322
Fax: +886-2-2516-5100 Fax: +852-25739500

Wacom India Pvt. Ltd.
2nd Floor, Elegance Tower
District Centre, Mathura Road
New Delhi 110025, India
Telephone: +91-11-40601200
Fax: +91-11-40601235
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